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曾告・學術淘議曾員選畢について．…．．……．．……．．…･……･…･……．（表2）
林業機械化（第2回懸覚論文入選作品）．．…･……宮川信一（1）
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× ×

律令時代の林獅制度に脇蓮する考察．．………････…･･大崎六鄭（11）

ニレノキクイムシの生態鯛査に就て………･…･…･加藤正明（画
× ×

秋岡路青森・北海道林梁覗察のメモラン〆ム･……孝一レー博士（17〕
× ×

アメリカの林業を話る（座談會）・･･･………．．････……．．…･････………．．…(21)
× 一×
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支部動静・會務報告・編集室より……･･･…･････…･･…･････…･…．．(表3）
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．‐學術會議會員の選翠について

本會は来§べき第二回學術會議會員遥曇に際し,林學の代表者悪一名でも多く會員
として透り出編鍼こめに, R本湖蝉會と提携して共同の候補者を推薦することを本會理

事衛に於て決議致しました。

何卒選蕊有資洛者の各位は本會の趣旨に充分御協力あらんことをお願いします。

昭和25年11月 m:閲法人 日本林業技術協會

× ×

本會並に日本林學曾推駕候補者は次の通りであります。

全國睡候補者 原田 泰 〔現學砺會譲曾員、北方林業會長）

吉田正男 ．（現學術会議會員、東京大學激授）

長谷川孝三 （農林省林業試験場長）

大政正隆 （農林省林業試験場遥林部長）

野村進行 （名古屋劉氷局長）

西田吃二 CﾉL州大學教授）

地方随候補者 （北海道） 中島腿吉 （北海道大學教授）

（東北） 柴田 榮 ．（秋田徴*局長）
（關 東） 藤林 誠 （東京大學教授）

（中 部） 矢澤魑吉 （岐阜大學致授）

苫名孝太郎〈中國四鋤 ；高知大學學長）

（九州） 佐藤敬二 （九州大學教授）

X ×

筒推薦委員會では推薦候補の雷選を碓礎にする爲め次の通り地瞳の割當てを数しましたから御協力下さい。
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林 業機械化
－－第二回懸賞論文入選搾品一一
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林業試溌場釜淵分場宮川 信一
。

’
一 二

たどり現在いかなる状態にあるか．そして今後いかにして

筵浸すぺきかに就いて述べ総て見たいと思う。説明の都合上

既往の溌賊化とは敗戦前迄とし､現在の磯械化とは敗戦後
今日迄とする。叉林業機械化とは勿論林業のあらゆる部門

の磯城化を指すのであるが、現質問題として最も多く對象

となる伐木關係及び遥林關係の一部に主禮を置いて述べる

事とするっ

（2）林業機械化の意義

林業磯械化とは林票經誉の合理化の爲從來人力及畜力に

依存した作業力・作業技術を機城に韓換する事により、叉
グ

はこの雨者の協同により作業能率の向上をはかる事であ

る。〔この場合の能率とは勿論軍なる功窪の増加の象を指

すのでなく無理無駄･むらのない合理的作業を意味する）

林業機械化は従って次の効果が收められるものでなけれ

ば無隠値かさもなければ侭値が低い。

a作業功瀧吻洞上せねばならぬ

b努働者が過鋳から解孜されねばならぬ

c短時日の習練をもって能率的作業が行われねばならぬ

d仕事の成果が合理的・集約的であらねばならぬ

e經濟的に有利であらねばならぬ

例えば伐木造材作業に就いて見れば．その功程が從來の

作謡こ比し經費の面でも叉は使用努務者數、作業期間から

見ても小であらればならず、しかも作業者は樂に、そして

短時日の習練をもって作業が出来て芯その伐木鐙材した結

果は材を傷める事なく正確集約的に行われ、爾後の搬出に

便利であり跡地の更新に有利なる如く行われねばならぬ。

従ってこれらを測足させる機械ほこの目的の篇、次の如

き種共の要求が漁たさilねばならぬ。

a小型、極量，堅牢で移動設置が簡箪容易で、しかも眼

力なものでなければならぬ

b故障少なく修理が簡蹴容易なものでなければならぬ

o作業技術が爾箪容易なものでなければならぬ

d危瞼のないものでなければならぬ

e償格力糎頭なものであらねばならぬ

f燃料潤渦油其他の消耗が少ないものであらねばならぬ

g露命の長いものであらねばならぬ

（1）繕言

（2）林業磯城化の意義

（3）既往の林業篭城化とその効果

（4）現在の林業磯械化とその批判

（5）今後の林業磯城化 ．

i) 機械化推進の馬の行政並びに研究職聯

ii) 磯城の標準化雄ぴに機械製踏築者の育成

i;i) 林業の網括的鍔働科學研究

iv) 機械化技術の向上並びに指導普及

（6‘緒言

（1）緒 言

林業の機械北が唱えられてから相醤の年月を經過1.､qそ

の間幾多のこれに對す･る努力がなされたにもかLわらず、

現蜜には大部分の山林は昔ながらに原始的な人力を主とし

た勢剛力及び作業技術に依存して經誉されて居る。勿論、

木曾、高知等の集跡蓮材作業を初めとして相噛隣械化に成

功した職もあり。叉それ程迄でなくとも一部の竹錐を磯械

化してその効果をあげて居る虚も澗常あるが、詮ﾎ礎を通

じて観察する時．いかに磯械化力纒れて居るかは識者の等

しく認める腿であろうっ

敗戦後．努働問題が盛んになり、従来の如く林業勢務者

の長年の經験按砺と重努勵にのみ依存して經誉する戦が不

可能になった上に、戦時戦後の観伐は鹿産に林産物の不足

を來たし､増大j-る需要に鵬ずる篇には、搬出困難な爲に

從來着手し得なかった奥地獄の開發に進展せねばならなく

なった上に、伐擬跡地の急速な遥林撫育を必嘆とナる今

日､附繩’に雛もがこれが打開策として考えるのは磯城力
に依存する事である。しかし雄がらいかにこの蕊が思いつ

くのは簡盟であっても､ i･､ざ實行となると困難な問題であ

るかは既往の蜜溌によって明らかな事であり、特にガソリ

ンその他の燃料、潤滑油斗初めとして磯械化に必要炊くべ

からざる諸資材の入手が不圓滑な今日、これが甚だい蕊

は明らかであるが、經誉の合理化作業能率の墹進の篤の

最*手段の一つが磯械化にある以上、今こそ稜甑的に徹底

的に、これが解決に乘りださねばならぬと思う。以下林業

の機械化とはいかなるものであり、既往にいかなる經過を

ド
オ

ロ

一（1）－
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申すまでもないことであるが本邦山林は地形が急峻撞雛

でiあり磯械の移動球ぴ操作嫁甚だしく制限を受ける上に努

湧者は一般に機械に對する素養溌少ない。叉林蕊の溌瞥面

穣､規模鉱小さい爲磯城の導入は經誉上一・時のマイヅースを

伴う噸ｵ鯵い。倫叉他方、この溌城の鯉逃業者にとって林

業磯城は他の機械に比し需要淡少ない上に他方面えの郷用

がきかないものが多いので積麗豹にこれが改良生産に乗り

だすものが少ない状態である。かくの如く林薬鱗賊化は、

あらゆる面で障謹があるがこれらの問題は決して解決不可

能な問題ではない事懲明らかであ･り、もしこれ力蛎決され

具畿狗に合理的に費施されるならば、林業睡鞍の合理化は

勿論他龍莱に及ぽヂプラス、更に國民生活全殻に輿える

恩悪は多大なものになる.う。

静新案力噸盈となされ、本邦II林ｲ1業に適合する磯城化に

移りつLある時に日華事鍵に突入し次いで大ZF洋戦零とな

り、あらゆる物資の不足は昔なからの原始的作業法に逆戻

り巷ざるを得ない状態で題に終職を通えたのは、機賊化進

展D馬残念な事であった。唯この最中に全溌として憾捌期

的なもので織厳かつたが代燃溌關・海洋蕊等の成功は特簸

きるべきものであろう。

（4）現在の林業機械化とその批判

維裁後の經濟妖態の混飢は科墨や撲滝を低評震させ、イ

ンフレもの波に乗ずる思いつきや個人的な蝿力、或賜･は外

交手腕が一時的遁はあるが効果的であったので『經誉成績

の向上の農上手段は調霞研究」と言う定談を覆へしてしま

つたかの如き一時的現象を生じたが、この最中Iこも畷蒋林

に於いては繼械化露員衛を設髄して機賊化瞥林署の指定、

或いはこれに對する磯城の配付､講習勲等が活溌に行わ

れ、殊に雷中島飛行機の技術陣を擁する富士壷業が林業機

域の改疑製作に積題的に乘出し､更に叉林業試翰鴻に於い

ても森林作業研究室が設置されてこれが研究詮開始した。

その後さしものベンブレも深刻なデフレ挺菱り眞面目な科

學的基礎にたつ練業經菅が最後の勝利を占ある蕊ｳ吟更の

如く明らかにさjL，掃地で二の護運ぶ起り王子製紙わ如き

は多額の綴謎詣投じ北海道に於いて森林作業の能率研究を

施芽したりする様になった。

かくの如く､これが磯遮はたかまつに居るのであ患が㎡現

賞には未だ態勢及び溌行は緋わう淋業試騒場に於いては研

究員､予算の示足で殆んど何もなし得ない状態にあるし私

林野購の識賊化委員會の企識もこれが奮施面では有効に進

渉せず折角の配付磯城も現w蕊では倉庫に入れっぱなしと言

う現状の虚も少なくないにもかムわらう君動鍔・自在鋸，

自動1-戸ミロールペアリング付台車・r－22型痩胴捲揚機

等埼優秀厳機械が綴糞この歎年間に隷作され‘一部"批剖

をよそ瞳して着々とその効力を發揮してぬ薯の侭､機賊化

の前途に洸明を投げて居るものとlb遜〈感ぜられる。

Ek･ご一面再考して見較ければならぬ事は林鶏こ於げる

各種昨業は決して猫立したものでなく．あらゆる9作業の集

合磯であり録々相蝿聯して居る事である。例えば自動鋸に

就いて見れ砿，鋸餓のみの作業を對象と手斑ぼその能率ほ

甚だ大なるものがあるが、伐木造材作業I霞鋸籔の他に足場

作り・測長・枝打・剥皮・木直し・トキン切り等燕の護作

業力報關聯して居るのでこｵLらの總括鱗｝作業龍寒向上を

考えね籏ならぬ。いかり這鋸識作業のみ誕逵であっても他作

業との開蓮的迅速さでなければ時として鵜掻的にマイナス

になる場合が考えられ鵜．叉鯉駿作用のみに就いて見てさ

た患地疹その他の儲況侭よ‘りむしろ手艇鋸を使用した方

（3）既往の林業機械化とその効果

既往に於ける林業鯛戒化侭主として明治末期叉は大正初

期より行われた餓米諸爾の獄業瀧俄の瀬入とこれが改良に

維始し、局部鉤には隔當の成桑をあげた･しかしながら厭

米諸劉唇有効な磯城が必らずしも本邦で有効轌愈かつた事

は常時のこれが關係者力鐸常な努力をされたにもかムわら

ず局部的な成功箇所を除いては､いつの間に力機械を棄て

て昔ながらの作業法挺逆戻りした庭が少くなかつだ事によ

りわかる事であろう。これは騒米諸國と本邦山，隙の地形、

林胴の相災や、勢藩者の機賊に野する素義､感儲の相異が

考えられるが一面､磯械に灘する不認織や、他産業との關

聯辻を閑却観した凱暴な作業により事賞成功すべき筈のも

のを失敗に終らしめた林業挨術者の凋善性、排他性とセク

'､主義が自斑されねばならぬ，しかもなお他面､現在の漁
業から全ての織賊を除いた場合を想定して見るならば、い

か侭称棄が磯城化された事により進歩し合理化されたか氣

がつく蝋であろう。

麟往仁於いて導入さｵt叉はそれを改良して使用したもの

としては伐木鐙材作票にドラツがツー、チーインソー等の

磯械鋸があb (これらは重量穴で移動及び操作に不便な篇

愛用に供さｵしなかった〕集材蓮材作業に鐡索・インクライ

ン・捲揚機‘築材機｡軌道ま鐵道の布篭‘蒸燕機關車・カ

ソリシ機關車‘貸車・トロリー或いはトラック。トラクタ

ーの利用・貯木作業に捲立溌、超重溌。コンベアの利用叉

は桟跡地の伐捜機利用等々牧肇にいと震がないが、これら

が全面的に有効に擬用されずに慾つたのは前述の理由の他

に従來の林業經誉の方針が蓄積の保持.生長愚の増加に重

黙が霞かれ利用方面に對する計霊が比較的粗波で一般の關

心が少なかった事も禰密影響しで居たのではな力.ろうか。

lかしながら機城化の進歩は遅盈ではあったが確俊な歩

みを獄け漸次普及し、特に昭和に入ってからはこれが改良

』
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が能率的な場合もあり得る。従って作業の一部のみを對象

とする機賊化がいかに危瞼であるか勘翻然とするであろう

し，又これが究明が既往の機械化の失敗に解決を與える重

要事狽である難も判然とするであろう。

次腱機械の故障に對一ﾘｰる準備が現在も比較的閑却観され

てゐる。例え膳集材賎に就いて言えば､伐木鐙材・・山落と

蓮材の中籔機關であるとの機賊が故障を生じ、それが長期

間使用不能の状態にあった場合を想定して見ると、いかに

その損害が大なるものかがわかろう。特に季節或いは時期

を争う作業の際には重大な棚鯆を來す顎がある。

‘これらの例によりわかる綴に機械化は全作築を總蛎した

上での關聯性を考慮に入れたものでなければ、いかにその

磯械化が部分s的には成功の如く見受けられても至鎧として

は無意味であり、時としてむしろ臓械化による能率低下の

如き場合が生ずる恐れがある黙を念頭に霞かねばならぬ。

かLる総括的な溌態把握より初められる努働科翠的究朔裟

より開始される理論的､具磯的なw｢究から確賞な機湖上の

途力輔けて來ろ筈である｡

（5）。今後の林業機械化

i)鐵矧上推進の篤の行政並びに研究機祷

林業嬢較化は研究の進展と行玖bの瀧力さが鯉喜であっ

て．これば車の雨輪の如きものである。

しかるに現状に就いて見れば、制諜試験場の研究と林野

膳との連りは餘り密接とは恩わｵ1ず､機械化委員會の企蚕

により試作された新磯械は俊地の總掘的撤討を踏章ないぞ

むしろ或る場合には、この意味をも含めて各現場に配制さ

れる糖果､努力の馴合に企彊が必砿的成功を收めなL･恐れ

がある。叉林業試職場に新設された森林作業研究壜減研究
對象の大なる割にその陳容も予蕊も充震されず、かLる要

請に全面的に協力11%來得る態勢になって居らず、その他大

學、高専の研究室でも予撚の關係上理論の究明にのみ走り

室内蜜騒の域を脆しない鋤伏である。

か上る態勢下では目から理論と憤地、研究と事業の一致

が不能となり磯城化の進展速産を低下させるであろう。か

かる矛盾を解決する馬には第一に林業試験場森緋作票研究

室の早急な擬張充資をばから堀ばならぬ。私見としてば森

林作業部に昇絡し、その中に機賊｡努慨科學の二基礎研究

室と、この他に具臘的な到象の重要蛙に態Eで伐木･糞藏・

蓮材・土水等舞の態用研究室を設躍し研究陣、予算を増加

すべきである。そして林野寵では幾多の機卿鑛林暑中よ

り1～数ケ所を臘熱&ｲ醗暁蟹林袈（或､･は試職事業鼠）と

し一般の生産事業と分離して林業試鹸鶏員も駐在せしめ、

爾者蹴同で震恥蒲焼を行い、要すれば談鋒高蕊の研究陣

をも招聰して成果の蕊全を期する態勢をとる。そしてこ上

で得た成果は直詣に一般機賊化誉林藩で生産事業に應用し

て照査課等よりの椴討調蕊を受けて、成綴良好のものは栃

零部によって國有林は勿論の事、一殻に對し指導普及させ

る嚴にするが良いと思う。

五）機械の標準ｲ随kびに機械製鎧柔者の育成

現在吝地で使用されて居る機賊は種盈雑多な型式のもの

があり夫鐙の得失を有して居る。もしもこれが或る完全な

標準化されたものに統一されたら非附に便利であり改良も

容易となるであろう。

かLろ標準化は~面に製遜業者の競零發達をさまたげる

嫉黙もあるが他面掴作業着の習熟に便利であり機戯の改良、

製遥費の低減、散障の際の鰯職が容易等為、前述のマイナ

,ｽを補っても除りありその効果大蹴る.ものがある・勿論、

現在使用されて居る機賊尭早速棄てる頚は出来厳いｶﾞ漸次

關係者の研究により標準化ずぺきものと思う。

← とムモ更に一つ考えねばならぬ事は従来林業機賊力戦較

的高償であり、叉製造業者自臘の稜極的な改良研究が少な

かった事であ穎診これば一應林業磯械の需要が僅少這他方

面えの韓用がきかない事等に原因するのであるが､護械化

を推進rるには製遥業者の談槙的協力が絶箆的に必要であ

る以上､進んでこれが育成をはかるべきである。

林業懲賊は隠かくあるべきであると言う溝想は吾燕赫業

鋤者でなければ解決出来ぬ問題であるが､その擢想を具
農化して最上の機械を製邊するのは矢張り機械製遥業者の

協力に輩たなければならぬ。從って優秀な技術陣を擁し良

心的な仕事を行う製造業者を選定し、これを育成し、相共

に協力して行く頚が有利であろう。

範）林業の總播的努鮒科學研究

前述の如く紳業磯城化は一部の作業のみを對象としたも

のでは完全でなく、総括的に鍔鋤科躍約に研究した上での

機賊腔sなければ不充分であり\又個為の問題をとりあげ

ても箪駁る磯城の深用では完全でなく機賊と人その他唾因

子とのチームワークの圃溌と機城操作の向上をはからねば

ならぬ｡即ち全篭的に＆細部的にも總播的溌鋳雌科學的な

究明なくしては合理的な機賊化は望まれない。

林業は他達業に比して特に關鶴因子灼鐘雑多岐でしかも

そ熱らが相關聯して居り、現蜜の溌態臓一曜長年月の震埴

經識から餐糞の因子が互いにバランスのとれた形態に薮っ

て居姶のでこれを改良するには軍浜その一部のみの改臭を

もってする時臓直ちに他の一部叉は全篭に反態してこれが

逆効果を生じ總幾的腫マイツ号スになる危険もある。従って

磯城化にあっては特に深重を期さなければなら麹・こ説が

爲蚤こはどうしても総括的努鋤停嘩研究が必要となる。

韓業の努鯉科躍的研究とは、林業の目的に態じてなされ

る仕事の能率化をはかる篇にこれに闘する勢働並に努磯組

ジ
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於いても林業勢鋤研究に關心をもってこれが究明に乘出し

初めて居るので割合早く艘系づける事が出来、この研究を

基とした護械化は確蜜な進展をなすことが出来るである5
1vl磯城化技術の向上並びに指導普及

迩罐磯城付鍔務者の技備の砥下が薪しいが、これの再教

育と共にこれが予備員をして叉は儀賊を中心としたチーふ
ワークを敏滑ならしめる篇一般努務者も含めて折にふれて

講習會等により或いは作業中にこ無が構導を行う必要があ
る．この鞍時中軍務或いは徴用により機械操作の教育を受

けたものが棚意多いので大なり小なり械磯に野する素霊が
ある筈であるから、これらの再教育は比蝿勺容易である。

指導普及に鳶って考慮せねばならぬ事は．基礎理論と蜜

地の繼験の雨者を併行させねばならぬ事である。これがい

ずれかに偏するとその効果は比較杓低いものとなろう。從

來とかく操作法にのみ主眼が髄かれ､機械、基礎理論が閑

却旗されたので進歩が無かったし、叉痩地の腿職は各自の
研究に蓋たせる態勢であったので、林叢の如く同一の機械

でも直面する鎮境困子が複雑なも,のに於い筵は、具臘的に
現出する諸問題に對する解決力がなければこれを有効に使
用する努力をなさないか、なしても不充分であり折角の磯，

械も充分その能力を發揮しない恐れがある。
■

（6）結 言
以上､林業磯械化の問題に就いて論通したが紙数の關係

上、抽象的なものとなって意倒した事が具艘弱に詳細に述
べられなかった。

この文を経るにあたり最後に二、三述ぺたい事は機賊化

は爲政者によって左右される事大なるものがある事である
研究磯關挺於いてもこれ力謬いが特に行政機關に｡於いて

は甚だしい°或る爲政者が非術に機城化に熱心であり管下

の林業が着々その人の意岡の如く機賊化され初めたとして
も、爲政者の人事は下級者に比して相常激い､ので崖その
賞を結ばぬ丙にその人が郷じて．その後任者が磯城化より

も他の事に熱心であったりすると折角z機械化の磯蓮も御

破算になってしもう事が非常に多い。叉例え、人事の交流

がなくとも、いつの時代にも政治的の波とか流行があるの

で、何か世論をひく大きな問題が他に起きたりすると、い

つの間にか､機械化の如くこれ力城功する馬には相常の年
月と努力を要する問題は農まわしにされて影が薄くなった

りする事もある。既往に於いて機械に成功した職を槻察し

てその原因を究明すると必らず爲政者の辛筈と断呼たる憧

行力が大きく見出されるのであろう。

次に林難術者が一般に機械に對する紫譲那少ない事も
機械化進展の障害である。一部特殊妬人を除いては果して
環庄の林業凌術者の中に機賊に關し詣聯的立場にたてる者

が何人居るであろうか磯械は努務者まかせと言うのでは

機賊化の進展はあり得ない。 ．
産お次に、林學研究者に望む事は林業磯械化の問題、ひ

いては林業勢働學の問題に今少し<關心を持って貰いたい
事である。造林と力蠅業方面に對する期暁者は相常多いが
折角立派に育った山赫も最後の仕上げの伐木運材が不完全
であったら詠業釜跨ししての進歩け低いものである蝋は自

明の理である。しかるに．この方面の研究者は少なく且つ

この研究に對する認識力轌い事は残念な事である。

以上僧越な意見君二、三述ぺたが、要は林業機城ｲ圃主刻
下の筆でありこれが進展を希う一念からに他ならない。

識に對して探られるべき一際の合理的鹿理の方法詮究明す

る事である。､この研究は從って次の如く行われねばなら

ぬ。

A實態読査

林業の合理的經誉を目的として作業能率の増進をはか

る爲に､叉はより適蜜な方法を究明する爲には現在震施さ
れて居る資態を把屋して、その適否を詳細に定量的に客観

的こ調査する事が必要である。

．a作業動態、作業時間の分折調査a作業動態、作業時間の分折調査

この調査により各種改善の着眼黙を把握出來ろ

b努務者、心理的、生理的緬査

心身共に軽快にしかも能率的に作業する篤には、い

かなる状態にあるぺきか把握する

cfi錐組織の調査

合理化、分業化の適正状態を把握する

。使用器具､城械の調査

種類・形縦･性態・操作法･得失･能率等を把握する

e經濟調査

織機全般に就いては勿論、勢務者個燕の經濟に就い

ても把握する

f仕事の良否 。

なされた伐事の成果が膨灘か完全か．を把握する
6．

B作業の合理化.好適化

上述の質態調査により現状を把握したら、これを基

として能率向上をはかるにはいかに改善したら良いか

究明せねばならぬ。無駄や無理やむらのある部分を排

除し、これを分業化するとか繊化ずろとか或いは標

準{畔を行い､作業の合理化､蝿化を考える。これ
により疲努の輕減･作業の同上･時間の節約･經聲の

節減等が行われねばならない。

c研究の資用協値械討

上述の研究成果に蕊いて合理化、好適化された方法

をもって、この疫態調査の前に予め調査した仇業地の

情況と出來得るだけ關係條件の類似したh築地で更に

検討し直して不充分なものは更に是正する如くして成

果の完全を期さねばならぬ，

以上の如く機賊化はあくまで作業の合理化､好適化の一

垂

因子として他因子と相關聯させて研究して行けば圓滑に進

展が出來、叉この研究結果は滕件が多少異る庭に於いても

或る漉幽霞で類似した作業地では態用は可能であろう。

猟業努働學は未だ鶴としての臘蒲-ら完詮でなく森林利

用學・林政學等の一研究部門として夫盈の面から究明され

て居るのみで、特に對象が庇い篇林學及び一般努働科學ほ

勿論、工學・厨婆・心理學・經濟學等の総合的研究を必要

すとるが、近時各大學及び努伽科學研究所、能率研究所に
■

－（ 4）－
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林野開拓覺え書
－開拓行政鱈當者への聲一一

中川久美雄
－

供しうるものは寸土をあげて、開拓の枠におしこむ謹制買

收が湿行された。もともと我國の蝉｝地は全図土の16％弱

にすぎないといわれ、諸外國に比して土地利用の状況は低

いという。尤も背陵山豚によって縦断された細長な國士

は、地勢急峻、河川の延長が短かく、気象因子も亦きわめ

てはげしい蕊化をもつ自然條件下におかれているので、狭

少より擬大への無理押しが、却って災害の頻渡、図土荒溌

化の過程におちこむ破綻を永年蕊慮されてはおったのであ

る。敗戦によって、國土の縮少、膨大な人口の壌義、琵業

嬉換による離職者、復員者、海外よりの引揚者の急激な堀

加などこの面這も冷厳な現霞を深刻に味はわしめたのであ

る。20年虹月「緊急開拓事業賞施要領」が閣議決定とな

り、開拓政策として－（1）5ケ年間155Xin"(内地85

蔑北海道70萬>の耕地造成《2.干拓6ケ年間10蔑町歩（3）

開緬干拓による入植100萬戸の自作農創設…･･等掩営時の

混迷の中に買狭業務がすLめられた°

この緊急開拓は計整があまりにも膨大であるため、時と

ところによっては推進執行磯關である農地蚕員曾の猫壌場
イデオ回ギー

と化し、中には思想的な政治力さえ加ほり、中にはｦ姶

理的な土地獲得という反對者側の雛も表われたが、とも角

割営面漬を急速に消化しようとする騎虎の勢は止まるとこ

ろがないようであった。

昭和22年12月、國土利用の高度化、適地選定上の蝕階

入鱈箇絡者詮術制度の不備等から再糠討が要望され､｢改訂

開拓事業實施要領」が決定された。これによると(1)開墾

事業内地7年､北海道12年(2)1戸常，誉農規模を4町5

反～2町1反に強大．⑬)入植戸数34蕊9千戸にひきさげ

(4)干拓_]0年間5萬町（5,科摩的適地調斑の役施〈6)瞥

農指導の狼化･･･…等人口収容力の疾走、新溌村建設の理念

に韓換し23年度はこの線ですすめられた。波丘則辮300蔑

町歩開拓という企園もこの間の事箭であった。やがて經済

事講の喪定方向もやや定護り、食料不安の解消など、吐愈

状勢の愛化につれて、反省と批判にたちもどった國民の世

論ほ、たえず低い灘ではあったが、楚林地の開妬反對、幼

令林の写伐よう護、不適地買收反對、水源林枯潟を叫けん

でいた赫業關係者の熱意に耳をかたむけ、礎風のしう來と

その被害の増大率が久きぐなるにつれて、森林荒慶の復興

國土親化の重大さに目ざめ、株野政策との競合溌蕊の段階

（1）敗戦後滿5年をすぎて､ようやく民心も小康をえ、

經濟安定化の線も、その間迂除曲掘どうやら削瞳にのっ

たというもの人、最近の朝鮮励飢などで、ひきおこされた

不安定感、や坐もするとすぐおこりそうなインフレ感等、

未だ脱しきれない斌曾状勢ではあろうが、ともかく、國際

場裡への仲間入りに歩一歩近づきつ上ある今日、ふI)かへ

ってみると、我國の土地産業は大きなうつりかわりをきた

したものであった。

I暇和20年末（1945）第89識衡で改正さ11た鍔也洲整法

は．いわゆる第一次農,tu改革として出發したが，ただちに

微温的、安協的という烙印をおされた｡･同21年(1946）10

月世相混乱の最中に立案された自作挫飢没特訓措置法及び

再改正の農地調整法は、無修正で國曾を通過し、相互に車

の雨輸の如く回騨が初まり22年12月、24年5月、6月と

更に改正を重ね、第二次幾地改革の大肺のもとに、農村民

主化の簾は浦然と、津盈浦持にみちて、政府は200萬町歩

の小作地解放を目漂として、盤地制度改革が進展した。つ

づいて昭和22年(1947)には牧野の解技がはじまり、日本

農業にきわめて重要な意義をもつものとして、小作農地の

解妓とは別に迩力におしすすめられたc又一方民有森林に

對する採草地､放牧地、薪炭林の使用權設定の問題､、､い

かえれば､農業經醤の安定化にきわめて肝要な農用林（誉

農林）の問題が大きくうかびでようとしており。今後の大

きなテーマの一つである。

こういった農地制庇の改革は、現)伏の所有形態が移動再

編されたにすぎないと､､われるが、土地の封建性が打破さ

熱農業生産力が高度に發揚され、食料の一大噌産がなされ

るということは、食料自給絶繼不可能という宿命を負う我

が國民に、大きな愛堵感を典へ、明るい希望を輿へると．と

は、否定できない。今後はこの再編懲備された歴史的な土

地生琵力の一層の筒度化に協力をおしむではならないので

あ患。

（2）所有形態、利用形態の改革からうみだされる掻大

再生窪と併行して、農地の絶髄不足をおぎなう餓張政策は

緊急開拓というス'コーガンですさまじい攻勢の火ぶたがき

られた。山林原野を'とわず､･あらゆる土地で農耕の目的腱

直

(筆者）農林技官・林野聡計遜課・木曾常務理事

一〔5）－
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にたつし開拓池選澄の適正とその科學性を追求しはじめ 現ﾘﾇでは到底むりな就曾､識腎際件であって瞥鍵のほとん

たつ ど困難な天然林、牧野の上部に位して家畜の上に生活を餘

かくて昭和24年（1蝿)1月、鐺そ蒔ながら『開拓適地 儀なくされるような開拓議定地,…･等箕はむしろ林業地と
選定の基準」力鍵林次官通達となり、適地調査の機瀧と人 しての集約經蟹力掴民經濟的にも、土地の綜合的利用の立

員が整舗された。この基準は更に造林臨時措涯法の制定と 場よりも有数且つ適切であるという藤が．もりあがってき
併行して政令腱雀でずすめられ、単に一片の通牒にすぎな た。そして進歩的な開拓行政撞営者の一部が開拓反對の林

し､という末鍛のあや玄つた行き方を是正することに歩一歩 野側のお題目がいつ:も「治山治水］の表看板一黙ぽりの防

をすすめることにならうと思う。 術理論で、いたって抽象的だということにこたへて具匿的

（3）農地改革の嵐の中に日本雌は前進した。古来か な事例が各所でとりあげられ、しばしば共同調査が行われ

らの封建鋤農地制度改革とその擬握力弱､<も急速になしと るようになってきたのであった。そして『<1)155蔑町歩の

げられ禿事賓は瞳占領下の我國の特殊事借もさることなが 開墾によって得られる主食の増産目標は、1,200蔑石で投

ら､ ､園民各層の麦持と土地生産力の高度化に對し各産業部 下賓本の敷奉が劣悪である、“》年兵の災害I己よって喪失

門の割擦主義が大乘的立場から揮然としての協力鯉制にす する主食の量がそれにも塔しているどみられるのに、その

すみえたからでもあった。とくに廃拓朋地の買收には森林 原因たる山林の開墾を敢行するのは不當である。（鋤念竣

所有者の協方なくしては、かように速な仕事はできなかつ な我國の地形は林野の開墾を許るさない。須〈土地改良事
たであろう。しかしながら、23年後半に至ってようやく、 業を擬充狸化して直接に災害を麓d堂すると共に、水源を輌

謙譲なる抗議が．各層の森林所有者からだされてきた。幾 謹して旱害その他災害を防止するを妻する』というような

十年苦心をかさねた造林地、峡くこのできない薪炭林、崩 抗談が國民の前にもちだされ、鰭郵こおびえる國民#ま．開

壌をきたすような急斜池、水源林として必要な銅氷地幣、 拓政策に脅して巌LU,批判を行うようになったご

（表1)未墾地貿收に對する異議、訴願.訟訴の状況（國有林を除く）
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中川：林野開拓墨、え雷
凸一

さて全國的に開拓反登への抗謹丙容を塑字的に承ると表

（1）のようである。《との選字ほ各都遁府縣の林溌部課で、

ぼう大な養料からピックアップした森林所有者各贋の朧で

E iあって、この紙上をかりて、貴重な費料竹製に對して敬意
‘を表したいのである〕

この内容を大別すると、既在農地に土砂洗入のおそれが

あること､‘薪炭林地であって他に代地が求めえられ左いこ

と、水源林であること、人工縁を開郷付籍地として買收さ

‐れたこと、塗林地、幼令林であること、開墾不適地である

こと、などである。鍔也委員富に勢す義異議申立は2r786

件、碗穣12蕊1千町歩に達しており､このうちみとめられ

た件数は29％面震で22％にすぎなく、その舷はすべて却

下されている。これ力痩に都這府縣知事に對して訴願の段

階になると件蝉900側面稜2万9千町歩となり、審認倒鋤

；は28％、面俄20％で、更に行政誹議にいたる
〈

議の世論が反映はしたが，農地改革の前進は依然足誉をた

てているといえよう。

（表酌政府買收未墾地及び牧野(國有林を除く)面俄

’

瀧|鏑 璽
（町，

200,701未製靴は昭和25年

56,ﾜ30.【7月2日．（牧野

,｡,ｪ9,は同3月2日

蕊|職繊

’萠蕊r運_型I 末懇地買
收面談

~扇翻
215,102

111，

穀・31，

“，

63,9761

１
１
１
１

北海道

仙台難蔦務
東京 ”
金澤 〃

京都 〃

岡山 〃

九州 〃

計 j扇蕊…震）129| ',":MI|3"038｜戦551 ,,237,扇､13鰻,4’
表3〕未墾地開墾事業進庭（騨位mD

と、〈・つと、減じている。尤も認識までの抗

議は經濟的にも､除程の餘裕がないと蜜際問
題莚憾困難で､道戯開けているとぱいうもの

唾、そこ迄簡軍にゆけないの力轌状である。

･･壱てこの抗議はなにを物語っているであろ

うが,改革の嵐におびえ東洋的准そして長い

間､ならばされてきた諦珍の園民感憶がよく

よく”不溌Iこ對する爆發とみるか、或は叉こ

の読識ば単に氷山の水面上の突廿郷分にすぎ

なく鰯水面下に獣して泣き寝入った他のより

多く必森林所有者の代辨として、割)l的にあ多く鯉森ﾎ"W有者の代辨として、勇肌的にあ

｜‐唾分． 入
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24,678

19,衝5

13D8説

12,503

70,513

ユ

j50，98

39,86

389,"01
えてたもあが

つだ獅心とみるか､色蕊の忠かたがあるであろう｡とも
角全鞠にこのよう棚拓への抗議､それも獄して水面下
に洗離いる多くの沈歌の抗議がなされていることに､別
な意職､ら開拓行政措営者は重大な關心を寄せてもらいた

いと考えるのである。

昭和24年邇達の「開拓適地選定基準」には開拓委員曾

の諮問機關的役割として開拓適地調査部會が、市町村農地

委員曾の糊告磯關として未墾池劃険惚定地審査衝が，公正

な技術者によって構成された。これらの機臘は政濃的匪迫

を排し、その行った調査者の身分が危瞼を感じさせるよう

なことを磯によう護しているから、同日以後の適地砺査に

は、前鯛の抗議もかなり鍼じていると考えられる。したが

って敗職直後から23年末までに買收された開細財産には

農辨脳bに一路迩進しえたい土地がひいき目にみてもかな

り含まれると思われ、又と④時季力殿も買収に油がのった

ときで、面談も亦大きいとみられる。

森林所有都糊待した開謂不適地返還の要望にこたえた

自作農創設特別描澄法改正政府原案は、ほかの理由があっ

たにしろ、二回にわたり國會･露議未了となった。開猟抗

（4）昭和25年(1950)7月現在の政府買收開妬財産延

び牧野買收面職は別表(2’のように、123蔑7千5百町歩

餘､地域別には北海撞､東北､九州となっている｡牧野につ
いては、34萬町歩餘挺達し、北海道、東北地方が大きい。

この開茄適地として買收された面穣が、どの程度に開墾さ

れてL,るかをみると、昭和24年度末迄に、別表(3)のよう

に3sg9千町歩総で､都府縣48%、北海道15%至國の開

墾進捗率は31％である。尤もこの開拓財壼中には附鞘地

として課草地,放牧地､薪炭林地､蓮路敷､宅地敷､河刷

敷、そのほか防風林野の不可耕地も含んでい愚から、詮部

の耕地化ば考えられぬとしても、被貿敗者側からみ紅ぱ、

牛歩暹盈‘の感を疑えさせるのである。

開拓は現在の献曾lik勢Tきわめて困難な仕事である。各

種の障害が鱗わっている。開拓行政譜営者も、螢農鴬事者

も共に眞挙な努力に維始している縦況を私は餐地でみかけ

るのである。根株累盈たる末墾地に鍬打つ農民の姿、雲ど

けの泥簿にひざを没する開拓民子弟のいたいけな謹稲燈

のない開拓地の暗い晒屋に炊飯する農嬬＠美など、涙〈ぐ議

しい勝景に接すればするほど、その地が良き土地てあり．

良きみのりであれかしと所るのは、-14頁くつ壁く一一

一（7）一
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もその説に同意するものであるが故に省略したい。此の状

態に急激な鍵化を與へたのは經濟九原則の賞施であり、

デイスインフレは直ちに木材市場に影響を及ぼしたのであ

る。即ちインブレ趨勢が一般金融逼迫により止まると同時

に、所謂金融力を伴ふ有敷需要が減少し切め、その結果は

8月より木材慣猫の低下となって表ばれて來た･

〔霊〕經濟笈定本部は右敷需要の減少に對し昭和24年度下
半期の木材配営計鍛の壁更を行ひ之れに對虚して
ゐるぅ

而も木材業界の好況により上昇を鎖けて來た立木便淵

と、之琵基礎とした生産慨格は､必然的に産地高市場安の

状況を示し、生産者側と阪喪業着側の間には深刻な競争を
現出するに至った。

〔詞此の事例を如没に表はすものとじて、公定慣格を昭
和24年6月に素材債絡むみの正式引上げを行ひ、
製材償滿は市場俄賂が追随せざる事を理由として
秘隠聴が値上げを認めず、その結果生産地側が猛

烈に値上運動を鯉した事もある。

此の極端な有敷需要の減退及び市償の低落は､配給方式

の矛盾と相俟って網棚を盆迂有名無奮のものと化し、統制

撤暖の原因をなしたものであって､昭和25年1月1日より

木材の自由取引時代の和観となったのである。

◇東京市場昭和25年上学期の入荷と市況

此の一般謹濟捕勢を別佃に切離して木材界を見る場合、

市況については次の綴な卿察もなし得たのである。

，、統制撤溌による市況の活溌化

2．植伐調盤が行はれる事必至と見ての窪地湿氣

3．生産手當減少による需給バランスの不均衡

4.貨物運賃値上の影響

5． 例年の正月相場による値上り

之等の諸條件は迩幣の場合に於ては市場償絡の大幅値上

りを意味するものであるが、需要減退は議末に至って更に

顯著となり、'1月’日より行ほれた木材規絡規溌の改正に

件ふ公定侭格愛更に徴っても、その償格迄追随する事は困

難で、需要度の高いものについてのみ入荷量の増加竝びに

債楯の値上り力認められる穆度であった。

〔註，〕木材公定便格の改訂により秋田杉2分3厘板幅尺
長6尺3寸、赤味，等無節の東京都最維侭稚は坪
鐵りT30圓（，坪を0.09石として換算)‘となるの
であ,り、之れに對し東京市場は林野臆に對し購買
力は到底之れに娼随し得ないとの建前で反對し、

はしがき

戦後に於ける鍵縛極まりない經濟情勢の鍵化､特にドツ

ヂラインに添ふ政策弧行の間に立って、我が林材界は他の

産業と同じく全く困難な這を辿らさｵl工ゐる。

而も林業の資態がか上る經濟謹動の態勢に随時即腰して

行く事は、林業自魁の本質的性絡､並びに林業又は山林の

使命と云ふ制約に束郷せられ到底不可能な)伏態にあるので

あって、此の鮎に林業最大の憾みがあると云っても遡言で

ばあるまい｡効諭之れについては､國家の糾業に對する認

識の深まると共に滴を是正さるぺきものであり、その成果

に期待するものであるが、利用部門として顛要役劉を果し

てゐる木材について見る場合、木材市場は經濟界の影霧を

端的に受けるもの丈けに、その動きは林桑と-殻經濟の塗

動を交錯した現象を表ぼすのが特徴と云へるのであり、随
って林業の生産面を鐙富する側も此の動向に注,順する事

が，林業の生産から利用迄の一貫した經濟活動の推進及び

政策の樹立に必要な事と老へる。

一
』

◇統制撤廃迄の米材界

戦後の經濟復興に木材が藍認迩養材として重覗された事は

勿愉であり、木材に對する配給及び侭絡雨面の統制が持綴

された事も亦當然であった。而もその間に於て制錐政策は．

未だ確立せらｵ1無い結果、森林保領の面から見て窪心すべ

き飢伐が行はれる事を抑制し得ず、その反面戦後インフレ

に乗った幣要は木材償絡の高購を來たし、政謂闇需要は正

規需要を唾迫し統制の網を潜って多量の木材が瀞した事は

否定し得ない事疫であった。

〔霊1〕用材伐採数量については昭和23年度に於て全國
木材業組合蓮合會は計謹伐探獄の32％増との幽字
を發表してゐる。

〔謡2〕東京市場木材侭格は昭和22年下牛期に於て當時の
公定慨絡の5割増乃至2倍であり、昭和23年4
月の債格改訂によっても最維阪喪部門に於てはカ
バーし得なかった。

此の統制の鉄階については木材統制方式がその霞態に添

はなかった鮎は看過し得ない事であるが、戦後インブレの

影饗力廷れに拍車を掛けた結果と見るべきであらうが、本

誌7月錨に大迫毒男氏が此の識につき鯛れて居られ、筆者

〔錐者）日本木材協會専務理事・木曾常務理事
〃

－（8）一一
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吉田 ：經濟塑勤.と木材市場

叉秋田製蓮と割引償緒の協定を行はんとした動き
も見られたのであるが、1月卸費相場は坪営り

680圓となり、5分乃至1側の値上りを見た。

〔註2〕営時國鐵貨物運賃の一率8割値上は決定的なもの
となり、億上げ以前に集荷せんとする需要地木材
業者の動きが活溌化した爲め、11月及び12月中
は東京市場庭對し13蔑トン乃至15萬トンの入荷

を見、例年の月李均トン鯉を超過した歎量を示し
てゐる。

11月中旬に木材の配給竝びに償格雨面の統制が昭和25

年1月1日以降溌止される事が渡表されて以來、一般經濟

界の影卿がより弧く木材界に反映しだした事は見逃せな

い。即ち公定侭格により或る程度迄均胸のとれてゐた主要

需要池の木材相場そのものに大きな差を生じて來たのであ

り､､各地方ブロック別の經濟窮迫の度合が如賓に購買力に

影霧を輿へたのである。具鐙的に云ふならば市場相場は東

京市場より西に進む腱從ひ下落して居り、九州、四國、山

陰地方の材償は暴落し・東京市場と大阪市場債格は3割程
度の巾を示すに至った。此の状態は生産地よりの材の洗れ

に大きく表はれ･てゐる。

昭和25年1月以降の東京市場木材貨車到着屯數は次の

通りであるC

l月 102,628屯 2月 109,011屯

3月 131,670 4月 120,508

5月 125,638 6月 102,295

で一ケ月平均115,000屯であるが、此の平均数は昨年同期

の約85％に相鴬するものである。

前述の嫌に東京市場は全國的に最も高値を示し、相常の

集荷力諮示したに拘らず，猶且つ例年の入荷逓を遥かに下

廻ったと云ふ事は、金融逼迫による産地山手鴬及び生産が

減少を來たした事に原因するもので、將來の木材需給關係

に大きな課題を投げるものであらう。

更に亦此の期間に於ける特異な問題として、從來大阪市

場に吸收されてゐた地方&生瀧材･が多鐙東京市場に流れ込
んだ事を學げら!;Lる。即ち昭荊125年度第14学期の東京市

場への生産縣別の入荷起駿は

秋田 、42,690屯 長野 32,虹3屯

北徳首 31,929 静岡 29,154
羅鳥 26,496 栃木 20,719
和歌山 19,441 三重 13,072
茨城 12,918 岩手 1IA333

奈良 10,957
句となって居り、從來東北､迩縣並びに東海材．を主としてゐ

た東京市鰯に對し、三重、和歌山、奈良の近畿蔵の入荷躍

進があった事は二大市場の償絡差がその原因であった。更

に叉同溌の原因によって本年に入り土佐杉素材が海上職邊

により東京市場に入荷し新たな分野を開拓し出した事も、

－（

秋田天然杉の將來を考へ合せれば興喋ある問題である。

◇東京市場卸寶相場の鍵動と特需の影響

東京邸深川木場阪費業者を以て組織してゐる東京木鯛脇

同組合は本年1月以降、債絡調査委員會を設け，毎月6日

現在の市場標準卸寶仲値の調査を行づてゐるが、その丙主

要樹材種15種類を掲げ､9月迄の相場乃簔動を表示すれば

別表の通りである。

（註11本調査は深川木場に於け為標準相場であり、取引

痩絡は條件の如何により多少の上下が認められ
る。叉小寅償絡即ち最終侭緒は木表の儂絡に10-
15%を加算したものと考へて宜ぃ。

〈註2）東京市場に於ける代表銘柄は秋田杉2分3厘板、
巾尺、赤1等無節であり、之れが市場の量氣を示

すものとして常に注目されてゐる種此の建値は1
坪學位であり．1坪は0.09石として計算される。

此の償格鍵動を注覗すれば概括的には次の穰な菖勃ﾖ云へ

る。即ち

1．素材については1月以降寧ろ上昇の勢を保って居り、

7月中より更に念臓した。

2．一般製材については3月以降値下りの傾向を示し．

7月に至り最低の状況を示したが、8月以降特需の影

響を受け、値上りを示すに至った。

3．北海道婚厚板の如きは本年初期のボデー材納入と輸

鯛吋材の影響を受け{画ぎりを示さず、最遜再び上昇･氣

配を示してゐる。

等が主流材の示してゐる傾向であり、3月以降經濟逼迫

に件ふ償格鍵動が市場の荷動きをも制約したのと細侯って

市場は極度の不振に階つたのである。

而も此の時期に営って朝鮮事鍵勃發に俘ふ特需の發註は

業界を刺激する事大なるものがあった。

經濟安定本部の發表によれば最近發註せられた4翻り調達

聰關係及び連合軍取得用材の数量は60萬石位であり、そ

の大部分は9,月迄の納期であり、其の後の需要量は戦局の

如何に左右されるものではあるが、本年中に150蔑石を超

す事ほあるまいとの事である。此の需要量そのものは現在

の段階に於ては、吾國需給のバランスに影響を及ぼすもの

とは老へら狂ないのであるが．財源に枯渇してゐた木材業

界に活況を與へた事は否定できない。一設材便の低位にあ

った九州、關西方面は相徴湿の發註を引き受け、その結果

は一部に特需景氣を招來し、材臘ば次第に引き上げられ、

從來@東西雨市場の値巾は順次縮少されて来た｡此の織果
は東京市場に對する東海近畿材の極端な入荷域となり、之

れに主愈を置く小角類の沸底は最近その例を見ない程であ

ると云はれてゐるのであって、従来田血總材等と瀞せられ

入＃鱈Iこ低下を示して來た細材界に一つの韓磯を輿へると

9）－

陸
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吉田：經濟鍵動と木材市溺

東京都深川木場市場債格調査表
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共に、一設材偵格の建直しにも大きな原動力となって來た
のである。

策を樋討中であるが、此の場合次の諸黙は特に注観して進

む事を要望したい。

1．特需景氣による産地値上りの影響

2．特需納入偵絡と一般材償絡の誌整

3．細入組織の改善と生産者継溌の協力髄制の確立

4． 木材生産力確保の對策樹立

5． 一般購買能力に適腫しだ市場阪壷償絡の把握

之等の溌件が綜合的に解決せられて後．始めて木赫市場

は安定した再出發を期し得られるのであり、叉戦局が新展

開を示した場合に於ても、業界としては風時之れに對麗し

得られるものと信ずる。

』
ロ

◇今後の木材市場の動き

此の木材市場債椿の至國鹸鍵動によって、東京市場に對
する入荷鐙ほ急激に城少L，特にジェーン台風の影響は靜
岡以西の木材の動きに大影響を及ぼし、暫くの間は西より

の入荷は望み薄となり東京市場は再び東北材に雪眼目を溌

かざるを得なくなると共に、在荷の城少に對脇すべ<集荷
に全力を蝿してゐる現状である。特に市場に於ては全般的

糯勢から見て木材償格の上昇は必至と見て之れに劉する對

～

－－－

a

◇古本讓受度 『譲り産し｣.叉ば「認り受け度し」の臓告は無料で
掲載します、せいぜい御利用下さい。

②幣臓市東8條南12丁目 富樫錦吾

京天演習林研究報告′第2號

北海道林業試騒場報告第13號

柳田由誠森林稚苗圏誘第3編・第5編

田村剛熱t風景計薑

日本森林樹木園譜解読揃

唾兵庫縣宍粟郡三方村河原田

本多造林學

士井藤手鑑林學汎論

段林弘一

＠大分縣北海部郡臼杵町頑良

株式禽賦涛屋大分工場

鴎谷文彦木材工蕊學

佐藤 乾
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時代の林

に關連

鱈制度

する考察 大崎

一 へ守一

然る後に分汚進め、宮殿を修治め園陵を築き造るに、各巳

力巽を率いて事に随いて作る。……方今百姓掻乏し。而為

を勢有る者、水陸を分割きて私田と篤し、百姓に蕊り與え

て年に其の侭を索う°今より以後、地を責るを得じ･妄り

に主を作りて劣弱を兼ね併すこと勿れo｣とある．

それ故に､大化の改新は､まず氏族証會の頂鐡として招い

た大土地所有の窮鹿の結果であるとも考えられているQ,

即ち、在来の氏族制的領有地を回收して、國家的統治機の

直接の支配下におき、これを唐の制産に倣って、國民に班

給しようとした。勿論､改新侭、「天無難日、國無二王．

是故兼並天下、可使篤園'腱天皇耳Q｣というような、いたゆ

る中國に見る中央集棚思想の影響を受けたこと多大では

あるけれども、大土地所有の進展に伴う不合理を、公地公

民制穐切り換えることによって、合理繼しようとしたと判

断されるpた壁この場合、部民制度と犬土地所有との問題

を、封遥騨な土他所有關係及び收取關係として融合爾立せ

しめ、その賞現を國家的規模において蜜現させようとした

に外ならない。この改革によって、その常時蚕で取り残さ

れていた自由民が、一懸公民としての對象とはなったが、

蝿乙官僚化した大氏族の隠然たる勢力鶴もはや抜くこと

が出来ないまでになっていた。

このような時流の中に、土地制度の改革を擬行したc即

ち、屯倉、田莊などの私有を陵し、班田新給を行い、僅か

6年で鍵了したという。大化の班田法は、律令法土地制度

の展源をなしたのであって、後に生まれた大賓令(701）と

養老令(718)とは、それを更に確立化させたものに過ぎな

い。い童、尭上氏の述べるところを整理して、律令法上の

土地を事げてみると、次のようになる鰻も

（1）宮田一朝廷の供御田で､宮内省管理するもの畿
内に100町）

〔2）給與田

(i)民地

|菫 鍵
.(ii)封隷田

I薑 豆駕鴛惠

一内 瘤ら－

工大化の改新による林野制度への影響

（1）土地制慶の時代的意義

（2）班田制の脆弱性と総野への影響

典墾田制の過程と林野制変との關係

I大化の改新による詠野制度への影響

今次敗戦による政鍵の批劉は，後lltの史家が貝れを論ず

るものとして含めないが愈從来篭鎌倉蕊府の成立及び狙治

維獅の慨現とともに、わが國三大政鍵の一つとしてとり上

げられて來たもの幟、この･大化の改革であった，しかも、

興味深いことは、明治維新は、徳川蒜制政冶を打破して、

中央集溌の資を學げ、郡喋制・駿蒜置縣を行い、欧米文化

の導入を翻り、憲法霊布に基く法治園として發足したので

あるが、大化の改新もまた､これと相似た職を見ることが

脇来る。即ち、大化の改革に語いては、そiLまでの族制政

治の殻を腕.して、新たに唐の織変を學び、中央集溌のもと

に地方制慶の碓立を期し、Lかもその手段としてば、相次

ぐ・律令の制定を將来に期待したものであった。

島田撫士は、この時代の林野が、公有無主であり、探耕
採草の對象として､籏<庶民化されたことに始譲りながら、

後に、三世一身渋や墾田法を契饗として、土地公有がら土

地鼬有化へと推移するにつれて、林野供用の度合に鋤じを

衆したと媚摘して鐺ら紅忍｡＄

結論的に侭私もそれと同巖な見解に到達するであらう。

しかしながら鴬大化の改新は通士難制度に對する法的革命

とも言えるもので農地を中心とする班田收授法が、その

代表的なものであること言う菱でもない。と同時に、それ

が髭には崩壊して､庄園の發生を導くに至った經遡の中に、

墾田制の影勢するところ意外l逗大きいこともまた、見逃す

わけには行かない。珠に。林野に關して、このあたりに何

か求むくきものがあるかと考え、溌討してみ場ことLした

（1）土地制度の時代的意義

大化の詔鐸濯天皇大化2年．“5〉に、「其れ臣蓮・俘

迭。国造・各己が民を置きて惑情に蕊使う。叉國縣の山河

林野池田溌割りて、以て争い戦うこと巳ま･ず6或いは敷萬

頃の田を穀ね併せ、或いは全く容針少地も無し。譲賦を進

める時に及びて侭、其の臣連。伴遥等先ず自ら收敏めて、

由

己

(鑛者う宇都宮大學教授

一〔11）－



大崎；律令時代の林野制度

(iii)恩賞田（勅旨田・別勅田）

ド:)婆弐蓬麓鰯…“
（均寺献田

（3）公有地一國用に充てるもの

(i)公田（剰田）

(ii)騨田・諸司田

（通）山川鞭沢

井上氏は、また更に、收盆腿の蹄溌の上から別の分類を

行ってL､る･

（1）公田一･官が收撮を收めるもの

<i)官自身が直接經誉するもの（屯田・官田・公誉

田・悉溺田等）

(ii)民間に賃貸し經瞥させるもの（剰田・諸司田・

開富田･没媒田頚 ”
『2〕私田一私人が收益を收めるもの（口分田･位田・

職田,・賜田等）

このことは、前述の公地公民制の意義を、媛味なまLに

している。

從來の史家及び經濟史家の職は､律令の土地制度を、
土地公有或いは國有が原則であり．口分田の如きは用盆地

であったと説く。これに對して、中田燕陣士等は、口分田

についても私的所有脳が成立したとする見解に立つ』土地

公有職説は、それが、期限・條件･非相綾性。非虚分性を

件っている以上、所有瀧の卿念と相容れないとする。これ

に封して、所有朏説は、制限附又は負捲附の所有礎が．西

欧の古代・中世の伽上曾にも認められている以上、ロ分田に

對する擢利もその例に洩れるものでないと主張する{錫。私

は、班田法を中心とする営時の剴鈍制度が．土地兼併の弊

をなくし．國民の賎小限度の生活を保障しようとする斌會

政策的な表面目的と、土地の生産力を増懇して、捲溌力を

塘養しようとした經濟財政政策的な、より強い裏面目的と

を直観したい。その答として得られるものは、要するに、

『土地生産への圃家管理』であったと考えられる。従って、

官有・公有･私有的土地形態を、暗獣のうちに認めたもの

ではないかと思う。『公地』と言うも、それは、現震の土地

制度の上lこ蔽わしめ･た一つの枠でしかなかったと見ろ。こ

の枠が､改新ゐ政治的革命性に基く安協性.不徹底性の中
において出來上ったものであるとする見方から、一層、こ

の断定が無理でないと、私は信ずるものである。

更に、『公民』そのものへの理解によって、このこと方壊

付けられはしないか。班田制は、貧富の懸隔を除こうとす

る職に、主眼がおかれたものではあった。がしかし、それ

に達する過程の漉態は、弱小の地方土豪の濁立的地位は崩

壊し､彼等が、中央豪族の臣隷的存在或は手先たる地位を

押しつけられる過程であり、同時に震た、奴隷所有湿族の

寡頭政樋の湿化･地織的收取の支配を、全國的政治統一目

的のためとする過程でもあった。従つ、と、このような献會

欣勢の下では、部民の暖止は、極めて容易であった。とも、

うのは、ギリシヤやローマの氏族斌會のような集團的生産

を特徴とするものではなかったからである。彼等は、私有

化された個舞の小漫民であったのであり、自由民との基本

的な差異は、た壁、その所有者に人格的に隷闘する私民で

あったに過ぎない。だからこそ、從來の生謹厳式等を鍵更

することなしに、彼等の『公民』への解放がなされたので

ある。しかもそれが、朝廷・政府の支配下にある『公けの

民』､言い換えれば、國家に隷儲する民として新装されたの

であつ沼の。 ′

r2)班田制の溺性と林野への影響

班田制は、中央集瀧的國家篭制を硬化することには役立

ったが、氏族牡曾末期における土地私有の根張さも童た、

新しい芽を生長せしめた。中村孝也氏は、班田制のもつ本

質的な脆弱性として、次の諸黙を琴げている〈6）。

（1）技術的方面から言えば、耕作上の不便があること

で、それというのは、受給地が分離し錯緯し易く、零

細耕作地の用鐡擢瀧､糸のように綴Lるからである。

（2）人口の臘減に伴い、耕作地単位を分絵することに

困難がある。

（3）水利問題･山林問題の争論を誘發する危瞼淑多い。

（4）一戸の用益田力撒在するために、農業勢働力が分

裂し易く、生産率が低下してしまう｡

（5）生産率が低下する結果､農民は貧困化し、その家

族溌成は破壊され、國民の經濟生活の基礎が動揺し、

献曾の不安が醸成される。

《6）心理的には、利己心を輕覗し過ぎているので、人

間の本質と背馳している。

（7）班給にあたっての資絡者が、劃一的であったため

に、班田の私有化叉は放棄などの趨勢が馳致されるよ

うになった。

（8）班給を受ける者が個人であったとと朧、現蜜生活

の麓態に即噸しない大きな過誤であった。（この職に

ついて､清水氏は､個人単位に行われたものではなく、

郷戸箪位のものであったと鐵定しているが、私もその

論を支持する（7）。但し脳営面の課題を迩脆ﾘｰる倶れが

あるので、とLで読述することは省略したい｡）

また耐これらと別に、人民の生死移鱒について、戸籍を

蕊理することは、疫行上極あて困難があったという鮎を蕊

げている大森氏の論もある(8>o

)－管一一（12
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例鐙となるぺき史資の幾つかIこ基いて、現在の史家が、

か上る鉄陥を指摘することは、むしろ易い。私は、これら

の割噸は、改新に常って當然諜懸されたことであって、大

化の場合を法的革命として断行する以上は、これらを、倣

焔として瞳はなく特長として、後|世に僻えるだけの政治力

がなかったことを、惜しむわけである。中村博士の言われ

る『脆弱性』は、営時の政治力そのものL『脆弱性』とし

て私は把握する。大化の改新が,革命性という鶴こおいて、

髪協性・不徹産性を含んでいたということを脳既に湛が述

べた理對でもある。た時私は、こ上で､（3）の黙について

は班田制の間隙から生こた影欝として、眺めてみたいと

思う。

大喪令・義老令におし,ては.｢山川薮灘之利、公私共之」

という原則を騒げていることは周知の通りである。薗部博

士は、天武天皇4年(676)の詔に､｢親王．諾王及諸臣井諸

寺等所「賜山澤島浦林野破池前後並除焉」とあることを指

摘び9〕、石井氏は､｢既墾地以外の土地は、山川薮澤或は山

林薮澤等と裁蕪されたが、その中には、山川海漬原野詠等

が含まれていた。」と述ぺる(10)oこのことは、律令の精赫

が、林野を法的所有上の對象外に置いていたことを意味す

るものだと、私は思う。大化元年〔645）8月、東國國司等

に賜った詔の中に、園池水陸の利は、百姓と倶にすべき旨

を諭していることからも明らかである。

また．大賓元年(701)の雑令に、水利法を.｢凡ソ水チ軍

y、田二潅漉セントスルニハ、皆下ヨリ始〆、順次使用セ

ヨ。其渠二依りテ振磑ｦ遥誉スルニハ、國郡司ヲ經テ公

私妨害ナクバ，之ヲ鶏許セヨ。即チ､渠堰ヲ修治スルニハ、

先ズ、用水使用ノ家ヲ役セヨ｡｣とあると上は、水田農業を

中核としたこの土地制度が､営然水利の問題に開通せざる

を得ず、それはまた必然的に、林野制度に影響をもったこ

とを意味するに過ぎまい。薗部輝士は､｢林野は、私性的所

有隈の目的たり得ず､公物であって、その使用收盆は入會

によづたojと説明されているが、これを分析すれば、輩ず

林野の間接樋紋用を認めて、濁占化することを戒めていた

の歪あり、その直接的效用については,公有無主とは言え、

部落供用、状態であったと述べるべきではなかろうか。そ

して、延唇3年(784)には、個人の占用する山川醗澤は、

すぺて公に識させているし、大化元年(“5)から延喜2年

<902）までの約260年間に、この種の詔や太政官符を出ず

こと約11回もあったと言うが、これを以て直ちに、官有

或ま公有主義であったとは．厳定出来ないのであって、単

に私占化排除主義であったとしか解し得ない。

元來、律令は弘仁諾式序に説明してい愚ように､｢律は

懲珊を以て宗と篤し．令は糊誠を以て木と爲す」ものであ

って；いわば､｢悪を懲らすのが律、善を職めあのが令］で

あった。即ち、律令の主眼とするものは、國民の擢利義務

關係を規定することにはなく、かえって、教化的性質を多
分に持つ。従って、その半面、幾分形式的｡儀轆約であり、

献曾の現蝋的要求の充足よりは、むしろ．理想型の設定に

重きをおいた傾向がある。律令が規定しているからと言っ

て、立法昔が、必ずこれを寳現せしむぺき意志を有したか

否か．疑謝とする場合があり得るのであるく”･島田博士が

言われる如く、多少の例外は別として、林野は何人も自由

に使用收益し得た“)ということは､それが法的所有の埼外

に置かれていたという意凍において、私も同綴の判罰を下

す9．口分田を中心とする土地制度については、既に述ぺた

通り、私有賎誘を支持するけれども.林野に開する限りほ、

これとは別の解職になる，使用随のみが許され、鹿分擢溌

認められなかったからという、嚴密な理由でないこ‘は勿

論で、林晦そのものを所有するという對抗の度合が、甚だ

薄弱であったという理由に外ならないのである。かくして

林野は、墾田制への愛移とともに、この對抗の意識ｸ§、次

第に高まって行くのであった。
両

11墾田制の過程と林野制度

との關係

班田制の次ぎに來たもの･は．莊園制であり、その經過に

は、麓＆あるけれども、そのうち最も重要なものが、墾田

を通じたものであることは邇読であろう墾田は私田であ

って、3年以上の荒震田を再び耕作することも出来たし、

新たに林野を開くことをも許され、しかもそれが．一定麓

域内に制限もされなかった。義老7年《723>の三世一身法

の段階まではともかく､として、聖武天皇天平15年（743）

に、墾田私有が公許されたことは、國自身が、土地公有の

一角を放棄したものである。とムに登場するものは、未墾

地と開墾主隠者と開墾資本とでなければならない<13)O或る

土地の地主・田主であるとか、或る財物・土地等が、誰某

の私財・私物・私池・私田であるとかいう表現は、この當

時霞でにも、既に用いられていた，奈良刺時代からは、土

地の支配につき、占(シム＞・領（シル）という語が使用さ

れるようになり、平戻朝時代にな患と、領掌という語も用

いられ、地主のことを．領主とも呼ぶに至った。つまり、

動産と瞳別して､土地を意識する段階に達したと見られる。

漂失材木についての雑令の規定も、この間の鋤淵を裏書

する。即ち‘暴Ikの,ために漂失した公私の材木を操得した

着は、これを岸上に積んで明らかに標勝を立て、随近の宮

司に廻出でなければならない。もし所有者が明らかになっ

た場合は、彼は、材木債格の'/6を報批として得ら『L、30

日を經ても所有誉不明の場合には．材木は．探得者の所有

に蹄するというのである“も

0

卜

一一（13〉一-三
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もはや、

え方も、＃え方も、従

未墾地に對する観念、従って、林野に開する考 田制を端緒として、林野の蹄鰯が､初めて大きく注目せら
来のような血族的准ものでも地織的なものでも

なく、經濟的な主溌性が生童れたであろうことが、容易に

想像される｡奈良･平湊雨朝が､都市を中心に､燦然たる
文化を築く間に、郷貫を離れ流浪しなければならぬ腱民生

活の生じたことを．瀧川政次郎博士は、その箸『法制史上

より獺たる没民生活（律令礒師』に詳述している｡この農

民は開墾主魁善たる名主（ミヨウシユ〕に、鍔鰡力を提

供する者として蓮つたであろう。やがては、名主は莊詞

領主として．幾民即ち莊璽こ窪して、その基盤を確立し

く行く。その基盤として諦好のものは､林野であった。

か上る常然の結果は、蔵寺｡王臣・鯉門勢家の土地象併

を助長し、その手は口分田にすら伸びるま℃になってし

震った，孝謙天皇天ZF勝賓元年(749)及び綱徳天墓天ﾕF剃l

謹元年(765)の勅による墾田の限定。禁止も力弱<、錘に

光仁天皇捜飽3年(772)に腱、すぺての制限力除去される

ことに蹴った．

島田輔士が、その箸森林組合論に蕊げられている慶雲踊

年(706)の詔の場合は、それが｡｢周二三十歩」蕊度の屋敷

林であるので、人工植栽しだものであるならぼ、個人の用

益に堂て得るものとして．明示したのであろう｡また、延

暦17年<798)の太政官符の壌合ほ、年代的に見て、もは

や林野供用のみならず、土地公有そのもの･が瓦壊した時代

なのであって。従つ-C'むしろ．私有を認めざるを得ないと

いう見解のもとに、出さ.札たものと恩われ愚。私は、かく

解綴したい。

このように、墾田は．常地‘常士として敷力の狼､､もの

となった。墾田侭、田租上納の義務こそあれ、使用‘收続

は全く名宅の自由であり相綴も出來たし．蜜買も行わ

れ、その上、贈與・特腱寺院への施入・斑入も可能であっ

た。それが何時しか､.租溌の負携を詞鱸して、地主が墾田

を耕作者に貸付げ､彼等に勢して､身分的友配權を振うに
至ったのであるから‘所有擢者の震生Iこ霞で進んだと見ら

れる｡

律令I聯代は．林野を、漠然と律令の範園外に溌いて駿足

した，その最も關心の薄かったはずの林鰯が､･蜜は剛民生

活には切渡である時代が、意外Iこ早く来ていた。墾田私有

を認めざるを得なかった天平15年に蕊いて、大化の改新

の偉業も、約100年にして蛇尾雁終った。級<庄閥はB L，

わぱ、治外法鰯の私有地であるとすれば〔”・林野にも、そ

の意味での大所有形態が震生したのである。た鮭．この時

代においては職もはや、林野力輪に領主の地盤を經濟的

なものから政驚的なものへと鐘張するための．霞要な條件

をもつものとして、彼等の所有への意細ま．益凝張いもの

であったことは否定､;弓ぺくもない動敢えて附霄ﾘ戸れぱ勘墾

れ、やがて庄園時代の出現に、大きな役割を果したものと

見られないだろうか。〔1950.4.25〕

一参考文献一

（1）島田鋪賦:林政鯵擬要（昭霊)P:102-103

“）西岡虎之助；･世界歴史大系第12鋸日本史第一潟

（昭11)P.205 ･

噸〕井上和夫：日本土地法史〈昭18)P.6-7

（4）高柳眞三：日本法制史(一〉（昭24)P.92 93
〈5〕渡邊鍵邇：唯物論全書α幻日木古代賦會昭24）

P.156-162

〈6）中村孝也：高等國史（昭19)P.iz8

〔7 清水三男：日本學術論叢‘上代の土地隙係昭18〉
P.Ⅳ－20

．（8）大森金玉鄭：大日本全史上窪:(X10)P.337

r､433

（9ノ薗部一郎：林業政竣上総(ig15)P.145

（x0）石井良助：日本注捌史溌説（昭2aP.160

〔11）石井氏前掲書P.70-:.1

（12）島田錦職:森林組各論（昭躍)P.256

〈13）中村氏前編雷P.99-103

〈哩）石井氏前擢響P.155 15g

<15)島田氏前掲調*組合論P､258=262

－7頁より一ひとり私の承ではあるまい。それだけ開拓

地が自然滕件と祗曾、經濟條件のそろった適地であること

が肝要であり、端的にいって買收計震昔と入随或は増反を

する誉農謝とは同一人の惣制まで密着してすすめられなけ

ればならないd5ケ年間の鍵臘戟革をふ、蓮えると，齢、

と孜野はそれぞれ整理されて、自作農民Iこよって益々改良

され、生産力の騒大が國島の大､きな期待の中挺そして灘こ

協力の中に凌展するであろう。ぼう大に用意された開拓用

地は適正な開拓誉農計鐙の樹立によって、遜去の不通正部

分渉韓に是正され．同時iこ不遜地の奮鮮有者に返還され患

ことが鑿童い､のであ患｡.森林所有者の協力にまつ酒容易

に坂得しえた土地が、別な表現を借りれぽ、可成りの抗議

と蘭それにも壷して大きな無言の抗議を無覗:して得た土地

が。一時も早く高度化に供され、縮少された園土に放匿さ

れた遊休な土地が解消する日の近きを希藍したい。

開拓行政擢常者は、今後も更に開拓適地の軍得に遜進す

るであろうが、幾多の頚覗の中に拳誠している自覺をより

一層もって善礎されたくあえて林業者の麓を遥る爽第であ

る。〈本稿は蒜林10月説に鎬餓したもの春再録した、表は

唾縮して揺げた、1950.10.1稲）

＝
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緒 言

われわれは戦零が生んだ悲劇を種凌の面に於いて味わさ

れたが就中鞠時中軍用材、パノレプ材､坑木、薪材等の供出

の眼要に依る過伐と、人手不足融努銀問題にからんだ伐木

の林丙放撒腐朽、或健亦光學器械用′そルサムの補充として

の松脂の操収等に裳る郷旨探蕪木の樹勢衰弱、之等松喰虫

繁殖の好條件が重なって来たことが、今日の訟樹甕虫の黄

金時代を招いた一大因子となって､､ろと麦え塔。

われれ熱が一度森獄に足を踏歌込必ば戦時の過伐による

慶大な剥山と松幹に魚管状に傷つけられた郷旨探取のいた

まい､姿が直ちに眼に峡ずることであろう。

更に加えて近年引き緩く台風澗鰹林地に徳大な被鴇をあ

たえつLあるが之等の被審樹は亦害虫の蕊延に拍車をかけ
毎

つLある。之等恐るべき害虫の防溌ば森称賛源確保の黙か

ら‘極めて薫要なことは言を侯た趣が愈之れが浪糸的防除

に至っては育林事業の擴充に依り、自然界の識和えの復鰯

と之れに併行して森祢雷虫の瀞業に及ぼす影響の重要性に

鑑み特に森林害虫の生態調査及研究に全力を致さねばなら

ない｡このことが等閑にふされんか葱林業經誉の初期の目的

を達成することは困難となると言ってもあえて過言ではな

い。現在森林審虫の生雛調査研究は多くの人盈によって侭

談に-つ壁けられているが、このうち松樹に於ける害虫崎に

松喰虫の生態と防除については最迎急速に進捗しているの

で,本文では臓業樹の穿矛【虫ニレ入キクイScO]ytugchiki-

amiiNi;jimaの生態調麹ご就いて述ぺてみることとした。

識害地益韓況

本被害地は上越線土合霊下車約5分にて達する、群馬縣

利根郡水上町大字湯桧曾字土合堰堤附近に存在するハルニ

レ戦‘トチ、ヤナギ等を主篭として構成された林分である。

木泳分臓1947年以来毎年のよう．に風水害に襲われ、湯檜

曾川増水のたびごとに土砂流出堆積し、風倒並に流出木を

出し?庭いたので一般にこの邊の林木は衰弱しているように

見篭けられるP

調萱方法 ‘
本綱迩は1949年6月から同年9月に豆り繼溌測察調査

を行ったものである。調査に鴬ってば専ら害虫の發育經過

jこ主眼蝋を髄き被稽木中より観察木を数本選定し読査する

こと上した。かくて飛来穿孔溌初より産卵、幼化寸踊化、

覗化の鍵態期に於ては特にそれぞれ前後1週間に豆り細か

く観察し記録することとしたのである。

調．査結果 、
A飛来穿孔営初の號況1949年6月5周筆者は糊II岳、

森隊昆虫調調蓬のため初11岳山麓湯檜勧il流域よりその

調査を開始したところ土静畷獅鯉這に於て、風水害に依

り流出木となづた枯木の微皮剥晩部より、本種の加害喰

宴を發見幾部の樹皮下より多数の幼虫、踊並に小数の新

成虫を探窯鰯察したが、あとで附近の林瀞を調査してい

る中iに約100m位雛I･Lた地職の淵M木ハルニレの樹幹の

樹皮上にこの新成虫が飛來中であるのに再曾した。即ち

樹皮の割目に出入しているもの、樹幹の納端上に向って

機敏に調詞しているもの、或は籾皮下に穿孔を企て始め

たものなど承認あられたのである。

ハルニレの二E砂による埋没木雛に流出木等鐵本に同鎌穿

孔行動が認められたのでこの辺一帯を調査厘域として、

．害虫の發育經過を観察することが出来たのである，幼虫

蝿は粗皮と靱皮部の境目に穿孔しているので、樹皮の

表裏雨面何れよりも見噛らないが、樹皮を縦に割るとそ

の境目から出てくる。同時に羽化営切の新成虫も小数認

められ、日光の直射を受けると速かに倒ひ出すが樹皮下

にあづてほ動作は不活溌である。そこで銅化後の動行に

注意を郷いながら再び1週間後の6月』9日に調蚕に向っ

たのであ愚が､最早1匹の幼虫も見営らず､飛孔をのこ

じての飛出を詳細に調査することにしたのである。

B産卵礎認6月19日穿孔を認めてから毎日1回観察を

綴け4日目の6月23日に始めて産卵を認め得ることが出

来た。1雌の産卵個歎は70～80粒であった。

c泰種雲虫の發育期間本調釜に於ては､壷下された卵

が發育生長を逢げ調ｲ圃聴出するまでの全發育期間りこ蕊し

た日駿侭50日間であった。その經過日徴ほ下記の這りで
ある｡

”發育期間

穿孔月日産卵月日 ""噸繩j''|蕊化尉。
| ､,'，|劉励| ’"‘ ’ ！
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髄考發育灘過調査観察は同一被害木に於て行った‘もの
で墨る(錐者）農赫技官・前総蟹林局
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のは、早くも5月下旬以後と推定できるのであるが、6

月中旬に於て、幼虫、蝿、新成虫が認められた職から考

蹴し･亡幼虫並に嚇態で越冬されるものと考察される。

3）風倒木、衰弱木に好んで瀞生し、繁殖を計るものであ

るから、之等の林木を生じた場合は速に虚分することが

肝要である。

4〕 6月の繁殖期に於ける防卿罐も有効と考えられが、

餌木誘投法に依る場合は4～6月初旬左でに餌木を設置

し、産卵後剥皮法を賓施することが良策と考えられる。

5）7～9月に亘る防除は焦殺法によらないと新成虫の飛

翔が考えられるので､脇除効果が學げられないのではな

いかと思われる。

b)加害喰疲新鮮な伐探木及び伐根等の幹或は太い枝の

樹皮下靱皮部並に邊材の表面に浅く単一の母孔を縦に作

り（箪縦孔)母孔の雨壁に70部0粒の卵子を1粒づつ
一列に窪下する。孵化した幼虫は母孔から放射砿に穿孔

し孔丙は虫糞で滿され比較的長形で長さ45～S.9cm"

外に達し多少波状に迂曲している。老熟した幼虫は幼虫

孔の末端より粗皮と靱皮部の間に穿孔し積を廣､鋪室を

作って、中で蛎化す墨ものである。

考 察

1）本種の發生に關しては年1回,と考えられるっ

2）本種害虫と氣温との關係から見て、谷川岳山麓土合附

近の月別領温平均表lこ依り判噺するに越多から目覺める

凸

古書の斡藤
~

……二一

木曾では都丙の某古永屋と契約して林業關係の古本斡旋を開始しました、在庫の書名,と侭格を毎溌本誌に

掲載致しまず。部数が腿く少澱しかありませんから、御希鑿の方は成る可く早く本曾宛申込下さい。

○掲載の侭格は書店の頚償であります

○斡旋の手数料として本曾は受授の1筈腱申受け重す

○識斗は實費申受けます

従って寶際の償絡は（壷慨十〔1割の手製料）十（塗料礎餐）となります

▲

氷老大日本老樹名木誌 （大2）

開茨城縣宜樹老木誌2冊 （昭15)

新改版森林家必携 〔昭13）

_l享原造林と遥園 （昭23)

渡遜林業賓典 （昭17）

日比野賞用木材名鑑 〔昭9）

天然記念物調査報告（植物の部）1～20輯揃

林業試歳場彙報、1～18蕊（大9～大14)

林業試験場報告．1～31競明37～昭6）

東京大學演習林報告1～33號､6冊鯉大9～卿9）

森林測候所特別報告､2～9號（大5～大11)

新島。村山 森林美學 （火3）

鏑木森林の生理 （昭5〕

宇野林窪製造學 （昭6）

外1原資用伐木蓮材俵 （昭6）

三浦森林生産學（昭11）

藤島鐙林學（昭”

三浦林産製篭學 （昭21)

開符木材･の解剖的性質 （昭22）

薗部・三浦林學讃本〔昭I8)

伊藤 日本林産食物類 （昭18）

工藤 日本有用樹木分類學 （大11)

小林簡易製材（昭Iの

小泉・中井大日本樹木誌 〔昭2）

赤井・逸見 木材腐朽菌學（昭20）

鈴木材積測定及森林評憤法 （昭の

清水趣味の森林 (IIgll)
-I-代田 木材の耐朽性 （昭24)

山両資用造林學（昭23）

三浦木材妨腐保存法上､下 （昭2）

渡 礎用製材術 （昭2）

中村育林學原論（昭12）

堀田 測 ・樹學〔昭3）

關谷木拭遥弱諭（昭22）

鈴木林業計算學上､下（昭の

鹿島 〆ニセアカシア樹の研究 （大12）

〃 ニセアカシア樹の利用 （昭8）

北島樹病學及木材腐朽論 （昭17）
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本文は1950年3月23日より同年4月8日迄、17日間に

亘って、蕊化地方並びに北海道の森林を覗察されたホーレ

ー博士の同地方林業に關する，日本政府えの獅告書である。

醗鐸文の原穂は、札幌誉林局總務部長武藤勝惠氏が､速合

軍總司令部北海道地方民事部より拝借して下さ･つたもので

ある。發表にあたってほ、ホーレー教授より同氏え承諾の

旨書簡を以て御連絡があり、叉、原稿を奥えられた民事部

ウイリアム・亘・マクレラン氏よりは直接に口頭を以て諒

解を得た。

獄鐸に際して御懇篤なる御指導を賜わり、且叉發表につ

いて一方ならぬ御世話をして下さった武藤勝悪氏に對し、

弦に謹んで謝意を表十る次第である。

1）覗察目的

此企覗察の目的は、常該地方の森林唾構成を改善し､流

域保護を改良し、且叉木材の生産を増大し，依て以て其の

日本經濟に對する寄與の度合を錨犬するに必要なる造林技

術を決定する目的を以て、磁葉樹林の現行管理經誉の鐙林
學的、經濟學的諾様相を調査､研究するに在る。

2）摘 要

R.青森、秋田雨縣、並に北海道に於ける國有林のブナ

林分を観察。ブナは伐探後の發芽が良好でないから、將來

もブナ林分を保綴するとすれば、天然更新に充分な70年

以上の輪側切を採用すべきである。

b.現在、本州及び北海道に於けるブナ林のうち、其の

面積のV6は、より生産的な林型に聴換せしめる事が出來

るが、’/3のブナ林は、現状の侭に維持さるぺきものと思

料される。而して、より生産的な林型えの轌換は、出来得

ぺくんぱ針葉樹林、或は必要に臆じては落葉廣葉樹林えの
韓換が望ましい。

c・秋田縣下の羽山國有林･…･･スギの天然林と、スギの

慨良な人工植栽間伐林を覗鶏

d. 宵森縣、内眞部國有林･･･…ヒバ天然林を覗察。 ．

e・ 青森縣、平内窪林澤伐賓験林……･落紫性嬢林に適用

された澤伐作業法を見學･此の濟験は、過熱嬢林に蜜施し

た爲、此の林分に最も優勢な陽性樹ナラ類に野する鐸伐生

の適否に關し、充分な資料を得る事が出來ない。

f. オ聴道、大沼近傍の這有林…･･･営地で瓶察したオウ

ナラとブナの林分は、或る種のブナ林を、天然更新に依っ

て、オウナラや他の落葉性廣葉樹林に韓換する期の出來る

方法を例識している。

9. 北大林學科識授團との懇談會・…･･北海道に於ける混

交林を針紫樹林に鱒換せしめたいと言う希望と、其の可能

性が表明された。 。

h.幌丙、並に苫小牧國有林､及び山部の東大演習林等
、

により、北海道に於ける凌葉混交林型〔ブヅｰを除く）の取

扱について、詳細なる智識を得た。天然更新或は人工更新

に依る針葉樹林えの樹種韓換は、演行可能であり、且、営

地方の大部分に有利である事功朔かとなった。

1．這礁に於ける會談の結果、北海道に於ける私有林、

及び撞有林の臓葉樹林、並に混交林の]反扱い方について知

る事が出來た。

3）勧告事項

日本政府に次の事項を勧告する。

：'･ 日本園内に於ける製材原木資源の利用期間を延長し

且又、日本の廣葉樹材加エエ業の發建を促進せしめる爲、

廣葉樹材の輪出を禁止する事。

b・燃材及びパルプ材以外には使用の途なく、而も多量

に供給可能な粗悪廣葉樹材を消化し得るパルプ製紙エ場を

北海道に建設する事を葵勵する事。

c， 國有林に於ける用材規格と、用材燃料の販賓方法を

、改善し、統一する事。

4）討 議
●

恥．秋田縣・湯燕村、菩提野國有林。

ブナ林を覗察。斯くの如き林分を針葉樹林に聴換せしめ

一

季
『

〔鐸者）畿林技官・札幌瞥林局

－〈17）－
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ホーレー ：秋田・青森爺北海道林業覗察のメモ

る事を、極めて困難ならしめる物理的原因は、主として雪 ある｡或る保存地域に於ては蓄駿碩常500m3である。
害である・此の事は岩手慰秋11、青森の各縣を通じ、海 (1) 10～20年間隔に迩認勺に蓄穣の20~25%を伐採
抜.00米以上のところに在るブナ林に共通する事態であ するところの揮伐作業を用いる事が望ましい。ヒバは陰樹

である。大連木伐採前、軽度の間伐後に更新の淵始を待つ

のが最上策である。ヒバは800m以上の地帯になるとよ

く生育せず．海抜800～1,050n1の間は主としてブナ地帯

である。 '

〔”溌有林の森林官は、高l11l地階のブナ林分を、ヒバ

或は他の針葉樹に鱒換せしめる事が出來るとは考えていな

い。海抜350mのブナ地帯(300R,400n')に植栽した1､雫

マツ催好成績である｡此の樹種は雪害を蕊らない。併し森

林富はブナを生育せしめる事力型要であると考えで居られ

る。3種の伐採法式が用いられて來た，即ち、平"mに於

ける皆伐、念測地に於ける樺伐、之蝶再極端の中間の地域

に於ける傘伐がこれ種ある6 3法式を遡じて輪伐期120年

鐸伐回師年30年が望ましい。

(1.青森縣。季内痩赫擢伐蜜蕊林

此の落葉性耀林においては．1935年に始まりそれ以来

19鐙、19刺、1945年以外には､毎年蓮縦し･て伐採が行われ

て居る。

（1）落蕊性震鉢と赤松漂準体の園地が、此の嬢林躍伐

賓韓林よりも低い虚に見られた。赤掻林の輪伐期は70年、

羅林の場合は35年となっている，此の地方においては比

較的大理の薪材が喜篭れる篇、35年と言う長い腰休輪伐期

が適當とされている，

（2）改良職場がある｡その改良方法は地表物を死鯉
しめる爲に毎年火入れをしたり、潅水の伐株を取除いたり

する事にある。国有林丙に更に多くの改良收場を盤得する

爲に、地元民力域勢に出て居るとの事である。

〔3，常初澤伐が開始された林分は林令33年であった

娘.現在では揮伐ばより早く、例えば16竿生位遁開始し

た方がより好結果が期待されるものと考えられる．

〔4＞此の林分の混交樹種のうちに在る支配的優勢職種

は。ナラ、オウ誘う､ブヴｰ､カエデ、ゥ〆イヵンバである。

〈,5）質鹸は岩手縣鋤ll吋で行ｵつれている揮伐作業に倣

っている。簗111村においては森林は8，16，24年生の林木

より成るところの3段称に發逵し､伐探は8年毎に行われ

る。伐採の際6cm.以下のものは林分改良の篇に若干残さ

れ”主としてgcm.以上のものから伐探するっ併し8"rb

以上のものにも礎されるものもある。

〈6）平内の試嬢ば次の3種の伐探列賦に分たれでし､る

る。ブナは種子に依て天然更新するけれども、之は下層潅

木やザ、の爲挺、非常に綴漫になるであろう。ブナのぽう

芽は貧弱である‘事俊､30年生以後にほ皆無であ遜從っ

て之を錘林として經瞥する蕊は難しい。70年生以下では適

営漆種子は生産されない。

（1）柴田氏鰍田醤林局長）は、ブナの更新について

制慌疎謂を推奨され、之は鼠木疎開よりも更新成績良好で

あろうと主張して居られる』此の場合、輪伐期100年、回

歸竿30年が望ましい。併し乍ら、森林の立地と其の林況

とに態じて、伐採の方法は種匙加減する事が必要である。

（2ツプナ、トチノキ、カツラ、ケヤキ、オウナラ、セ

ン、赤、ノキ及びカエデは、海抜400米の地籍では混交し
ているが．500米になるとブナ以外の樹種は減少し》･650米

に於てはプﾂｰは蓄職の90％を占めていた繩蓄穣350立方

米の中､52%ぱ製材に振向ける事が曲來る｡此の林分は同
令林の外観を呈するけれども、200年生と100年生の2令

級から職成されている。蓄誤の40％は、30年内に第2回伐

採詮群落的に行う事力灌ましい。

b.萩田縣･羽山國有称

此所には、スギの61年生人工林と、スギの.天然に更新

された林分とがある。人工植栽林の中にはh28年生の時以
来3回に亘って間伐されたところがある。其の結果は張度

の間伐よりも中撫度の間伐の方が、成長量珊大に有敷であ

る事を示して居る。輪伐期は100年が髪鴬と考えられる。

（1）スギの天然林の中には閥令250年に及ぶものがあ

り、蓄積は碩溌1000～1400立方米と推竜される。観察し

た地域に於ける更新のI伏態はあまり成功してい潅いが、地

鏥の篤された場所では天然更新が成功するとの事である。

地栫と言うのは、2米間隔に1米の籍より地波物や針葉を

除去する事である，荷又、スギの稚樹は、其の發育に震い

疎開を必要とするので､皆伐剛地の直礎は少くとも隣凄木
の高さの2倍を必嬰とす-る．

（2）地癖毅は晒徴4,000間と見被られて居る。平均年

成長愚は次の通りである。

天然更新スギ隔職15m3

人工植栽スギ碩衝30m3

現潅は天然彊新よりも寧ろ人工更新を適用する趨勢に為

あ。此の地方で頑察した落葉離水林は主としてコナテであ

り クヌギは秋田縣では植栽されない。ソグマーリ l卒”、1割J0判5当8毎加型｡”＝何しり喋吋｡

睦

正
己

＝

<a)回蹄年16年輪伐期32"｡ .C

eb 青森縣・内興部国有林 此の地方の蓄穣は40年の輪伐期において最高となるけ

ヒバ天然林を覗察此の称分には300年生のものも若干 れども此の樹種のぼり芽能力は30年を越すと減退-#-ろ。
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水一レー ：秋田・青森・北海蓮林業覗察のメモ
ー一口

－－

或は其の他の樹種が銃に現存しているならば、皆伐によっ

て資現されるであろう。ブナはぱう芽しないから他の魔葉

御職跡地に増加し、その中で生育してL,るブナのみ臓後

繼碓樹となるであろう。似十年前火災に遡った地域がある

が、薬騒においてはオウナラやカバが火災前のブナ称にと

って代っている。

（4）近藤氏は､北海道に開する限5，總てのブナ地籍

は慶葉樹混交林え植栽､繊換ぜしある事が可能であると蕪

して居られる。トママツは植栽に用いられる最も重要な樹

穏である。ブナ地帯で皆伐され､其の跡嵯F寺マツ、カラ

マツ冨ゴヨウマツの植栽されたものもあった。同氏は昨

年、國有林からブナ材をパルプ'材として寶却する事に成功

し、此の種引坂量の増大を希望して居られる。ブナは6年

間隔に結置し､叉､70年生以上毛なければ種子を生じない。

ブナ林巻天然更新せ；しめんとする場合は、毎年少し宛伐探

すべきである｡そう寸・れぱ必ず結麓年産}翰效な疎開舳
生'じるであろう。或るブナとオウナラの混交林で約40年前

に山火に遭った地域があったが､鍵窪の構成捜腫はオウナ

ラとウダイカンバとなっている。

f.北海道・大沼近傍遁有稀

オウテラ林覗蕊之は皆伐に因る40~45芽生同識林で

ある。此の地方は80年前に開拓民が入植したものでありも

頑察した地域は2回皆伐されたものらしい．元來此の林分

はブナとオウヅーラの混交林であったが、ブナはぽう芽しな

いので遷皆伐の結果はオウナラカ糎勢樹種となったのであ

る、此の事資は、迩朧氏がブナ林を天然更新によって落葉

嬢林に鱒換せしめる場合用いられんとする方法を例證誰る

ものであ患。他のブナ、オウナラ林には前生雅樹が蝋富に

生じている，従って皆伐は直接にはブナ林からオウナラ林

えの韓換は来さなL,であろうが．その方向えの第ﾕ段階た

る準わないであろう。

g'. 北大林學教授画との倉談

教擬等は北海道の礎葉樹林を針葉樹林に蕊摸する事には
賛意そ表して居られるが、低地帯の中には、霜と密生する

長大草木の披害を受け易いところがあるので、相営の經費

壷投じても針蕊樹の鎚林に成功するのは困難であると信じ

て居られる。混交林においてば針鯛勤の天鷲更新が職迎さ

るべきであり、慶葉樹の更新の開始したものも亦其の如何

を問わず受け入れるべきであ為d混交林において陣針葉樹

は80年や ．ヤナギ,ヤマナラシは40年、ｼﾗｰ90年､オウテ

ラは'60年の“搦齢を以て単水澤伐浅行う穰渤告する。落

葉震林は30年の輪伐期が迩欝である。森林地被物の採集

は北海這においては問題にならない。教接等侭諺現存林地

の蕪造林が根本的に重要であり，それは伐採統制権先行す

(b)回齢年8年､輪伐期16年｡・

此の輪伐期に依れば、6～8cm・の製淡原木として最適の

太さの材が生産されぉ。

(c)回歸年10年、輪伐期30年。

各暑･の伐採列随を1對宛毎年伐採する。

〔7〕普湿蒋職の60~80％が伐出される。伐搬される
林木は病害枯損木､薪炭不適木及び伐期令腱達し残存の必

要のないもの等である。残存木には優良樹種の稚樹や將來

疎開を充轆し、或は種子を供給するに必要な林木となる見

塾のあるもの等を含んで､･る。

（8）慶良樹種の大部分は陽性であり、且､樺伐作業が

始められた嬢林が高齢である篤に、残存せしめるのに適切

な磯良樹種の小健全木力沙い。今や此の鉄隠力認織され、

陽樹たるナラ類を主とする林分に翼する鐸伐の適用が疑問

となっている。蝉伐法に縄L嬢作業が困難であると言う事

は､皆伐法に比,唆して不利巌黙である｡而も雨作業極に於

て。何れの成長量が大であるかは、未だ充分に決定さいて

いない。

e、 4聴這・上ノ国及び七飯圏有称
3

種燕の發育段階に於けるブナ練を覗察。

（1）近藤氏（函館誉林局建に依れば､北海道に於け

る國有林のブナ林については職 3種の伐採法が用いられて

いる。皆伐或は傘伐はサ、のない地域に最もよく、揮伐法

はザ、の密生則辮に用いられる｡､傘伐ほ又サ、の密度が中

刷の場合にも用いる事が出来る。若しサ、がなければ更新

は3方法の何れによるも確保する罫勅珊探る。
グ

（21輪伐期150年では、犬礎木は煙46～66(”.となっ

ていあ。澤伐には20年の回歸年が用いられている。傘伐

が適用される場合、第1回の伐採は下穂伐であるが、之は

出来得れば前生剰鯛ガ観れた後に行わるべきである。傘伐

法では大魁70％が伐採されるが､残された30％は霞際護

るに適しない｡､撰伐の場合には蓄積の25～30％は大浬優

良木の中から伐操される。ブう-ほ現在床材、ペニヤ板、バ

ルブ材及び燃材に用いられ勘最低末口直睡はベニヤ用は

40cm."~"､ヂ材用陸30cmである。

ブナは北海道においてほ海抜650m迄分布するけI1ども

北は札幌近傍通である。

（3）近藤氏はプチ地階を出來るならば何所でも針葉樹
え、叉場合によっては他の躍蒋識休え樹種聴摸する戦に賛

成して居られるb同氏は日本におけるブナ林地域の'/8は

縦識によって鋤鯛林え､]/3は天然更新によって“昌封

混交獄（主として剣･ウブーラ〕え鱒漢する事力詞能であり．

残りのﾕ漁は現状に維持されねばならぬだろうと考えて居

られる。ブナ林の庚葉樹混交林えの轄換は、若しオウナラ

■

一
一

一（エ9）一
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ホーレー ：秋田・青森・北海道林業覗察の寡モ

る。覗察した箇所よりも遥かに老齢に達した樹木の林分が

奥地に凌ぐ存在するとの事であるが､深雪の篤、見る事が

出來なかった。臓大な面積にわたって外來針葉樹種が植栽

されに居るが、そのうちドイグタウヒ及びストロウブ華

松が最も適している事を立溌している。古い山火跡地があ

り、現在はウダイカンバを主とする匿葉樹の2次林が成立

している。北海道には林相の之に類似したものが多い。林

地水蝕や地彼物採集等は北海道では大した問題ではない。

j. ･北海道・苫小牧國有林

苫小牧から支笏えの私鐵沿線に庚葉尉林と混交林とがあ

る。混交林では、エゾマツ、ト寺マツがオウナラや他の駁

多の籏葉樹の間に介在している。成熟魔葉闘は200年から

280年以上であるが、多くの場合夫等は不健全且衰弱の徴

候を示している。此の森林の或る箇所では従来澤伐が用い

られて來たが､現在では、鐡遁沿線と支笏湖近傍の所謂景

勝地帯以外には、皆伐と針葉悶の植栽が行われている。或

る地逼では皆伐が交互鰐〃〈に賞施されている。此の交互幣

状皆伐に於ては、犬魁100mの幅に伐採と残存が交互に行

われ、保存籍は伐採糟よりも40年遅れて伐探さ.れる°交

互調伏皆伐を用いた理由は、伐探跡地に於て、植栽された

針葉徴を、風害と頚境の麹上からよりよく保護せんが馬で

あるとされている。近藤氏によれば.北海道に於ける成熟

木は、現在の識山方の伐採率を以てすれは、庚葉樹は70年

針蕊樹は30年持徴するであろうとの事である。針葉撒材

を絶えず供給する談は、北海道におけるパルプ及び製紙業

の存綾上、必須の事柄と考えられている。現在のところ製

紙用としては僅少の慶葉樹材が用いられているに過ぎな

い。〔苫小牧製紙曾戯では1％が使用されているに過ぎな

い｡）

k. 這嚥に於ける露見

約650,000晒の遁有林は、國有林に於て覗察したものと

大禮同じ伐採法の許に經瞥されているとの事である。私有

薪淡林に於ては30年の輪伐期力罐憩され所有者は之遼蜜

行して居る，此の樹齢に於ては坑木も若干確保する事が出

來る。薪炭材に對する現在の需要は依然として鯉くであろ

う。パルプ材と坑木の供給を絶えず盤得すると言う事は、

北海道凋誰の二大問題である。（終）

ぺきであると考えて居られる。

h.北海道・芦別、幌内国有林 ノ

ォゥナラ、ヤチ潔モ、ウ〆イカンバ、カエデ、セン等の

多髄多様の淡葉樹と卜守マツとより成る混交林を澗察。此
の森林の現在の孵成は針葉樹40％廣葉樹60％である。目

的は天然更新か疎囲地の植栽かによって針葉樹を70％に
増加し、そして混交林としての經醤を維持する事にある。

此の森林は少くとも樹齢200年迄のものより成る異齢林で

あり、老庚葉樹は心腐れが進んでいる爲不健全である。

（1）北海道の國有称においては、トママツの場合は輪

伐期100|～120年、回蹄年20～35年の澤伐作業が用いられ

ている。大体に於て針葉樹20％鹿葉樹25～30％‘が伐採さ

れ､伐採された全辰蕊樹の30~40％は燃材に用いられる。

（率は蓄讃による）100～120年の輪撫柵を操用し得るヤチ

〆モ林以外の鹿紫樹林の‘輪伐期は、140～160年でなけれ

ばならない。

（2）最近伐採された地域には、明かに少<も商品化し

得る用材1本位は探れる老大永が多數見受けられた｡蓄領

増加や形質向上の目的を達成するよりも、寧ろ立木買受人

を滿足せしめる様な方法で製材原木伐採の楯定が行われて

いる事は明白である。観察した範園では多くの暇嚥木や

形態不良木が、後日燃材として伐出されるかどうかを判定

する事は出來なかった。

（3）多くの材は、立木憤格針葉樹（トャマツ、エゾマ

ツ）石徽り140図、オウナラ、ヤチグモ同168回を以て斑

られている。混交林型を呈する北海道の針葉樹地籍に於て

オウナラを天然更新せしめる事は困難である。若し針渠樹

地幣に於てオウナラの更新に成功せんとするならば、澤伐

よりも2回伐採の傘伐か．或は皆伐の方が迩営であろう。

皆伐は既に前生碓樹が現われている場所にのみ用いらるぺ

きである。傘伐の第2回伐探は、蜜生樹が3,4年生となり

第1回伐採後約6年を經過した時に行わるべきである。

i. 北海道・山部東大演習林

此の演習林は、主としてトドマツ、＝ゾマツを主要針葉

樹とする混交林と、オウテラ．カツラ、カエデ通ヤチダモ、

ウ〆イカンバ、シナノキ、セン等を包含する多種多溌の慶

蕊樹林木から成っている。伐採は40年以上綴けられて來

た･瓶察した老齢林分には200年以上に及ぶ淡蝿蝿:あり

トママツも鮎在する。老厳葉樹は既に不良の朕態にある。

人工遥林により針葉樹林に鱒換せしめる爲の皆伐作業と、

採伐作業とが雨方資施されている。伐木の印付を覗察した

が、之は多くの過熱庚藥樹を残存さぜろところの寧ろ姑息
夢

的なやり方と思われた．紅鱈の目的は、針葉樹が少くとも

蓄職iの60'#を沓めるに至る迄、之を増加せしめる事にあ

三

， 嶺一三著捧業樹蒋シリーズNo.73

「薪炭林の施業法改善」正誤表

購入者に追溌致しましたが未だお手許に届いて居な

い方は御申出下さい、詣邊り致します。

賦圃法人日本林業技術協會
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期日 ･昭和25年10月4日

場所・於 本 會
ウ

ゥ ．

本年1月から以降夫盈約3ケ月の期間を以､亡アメリカの林業を覗察された清水、大政，長井､･岡

島、田中の各氏を招いて座談曾を開催した｡各氏は既に報告書講演曾等に依って夫を覗察談を ‐
f

發表されて居るが時期を異にし族行先を異にした各氏が一堂に曾して語り合う磯會は始めてであ

らう。種脅な角度から溌討されたアメリカ林業の費情は誠に興味深いものであり、叉吾が國林業
･

への鋭い反省ともならう。之を魔く全國會員に報告し得ることを欣快に思ひ且愛重な時間を割い
◆

て出席を頂いた各位に對し深謹の謝意を表したい。（松原記）

画
甦

幸
二

松川御多用中のところ、新らしく御無事御闘朝になられ

た方左がどうやって全部揃って御出席頂きましたことに

對し、日本林業技術協會として衷心お駅いと樹鱸を申上

げます。

時期、叉専門それぞれちがう方盈もおられるのであり

ますが、いろいろな観鮎から、叉異なる時期において見

られたところを綜合して、米國の林業というもの＆菱を

私達の會員一同がキャッチして、研究の材料にしたい、

又これから績いて行く後進の方盈の貴重な資料として行

きたい。そういうために紙上に座談曾の模嫌を揺げまし

て一般に鹿く示したいという考え方でございます。どう

か極く樂な氣持で，何なり｡ともお話し頂ければ仕合せと

思います｡一言お魑と趣旨とを申_Eげて御挨拶に代えま

す有難うございました。

それ這は行かれた經路から先ずお話し願いたいと思い

漢す。最初に清水さんに鱈願いいたします。

清水私は1月7日にザゾブランシスコに上陸しました｡

それから－－含入お話しするのも何んですから、大髄主な

經路を申上げます｡全般的な事儲を聞いたり教えて頂く

ために先ず首府のワシントンに参り、1月13日から23日

茨で滞在しました。それで大禮のアメリカ林業の全貌を

教わった次第でございます。それからその間若干の小さ

な工場とか､近所の山を見ましたが、大したことはあり

まぜん。それから林業全鎧の基礎理論というような見方

からアメリカの賞情を先ず掴まなければいけない、そう

いふ意味で、ニユーヘブンのエール大學に行きました。

エール大學には1月24日か;ら2月11日まで大磯2週間

滞在しました，エール大學におきましては御承知と思い
幸

ますが、あそこは大學院のよう底學校で新制大學を出

た連中が入る學校であります。それで林業經誉關係、そ

れから更新關係のゼミナールがありまして酬それに'は二

度程出ており蓑す。演習林に行き童して大學院の畢生の

賞耆するところにも参り、又そこの附近にある公有林、

私有林、それから小さな工場も若干見學いたしました。

そこから今度はフィラデルフィアにあり霞す林業試験場

に参りました。そこにば2月13日から3月3日ま．で滞在

して、その間林業試騒場のやっている仕事、圃有林の管

理經管の:やり方，民有林の經誉朧況､或いほ木工畷係工

場の観察、大磯そんなことをしまして、附迩数州をそこ

を中心にして歩いた。そこを濟ませましてから慰弧VA
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座談.曾： ア〆リカの称業を語る
①

に行もったのであり霞すが心配VAには3月4日から7日

まで滞在して、いわゆる天ネシー・バレーの綜合開發の

仕事の賓儲を覗察見學しまじた。その次に嫁ブースカロ

ライナ州のナツシ雷ﾙに南部の林業試慰場溌あります

が、そこに参りまして、3月8日から20言日ま.でおりま

したが、その胤治山治水の試織關係の仕事と、水材利

用の工場の關係、ちょっと方向が違いますが、そう↓･う

二つの裏柄を主として覗察見蕊しました。そこから今度

で行き雷したのですが、とにかく今申上げ堂したように

滞在する場所が非営に限銭れ定おり、一沈所に比較的長

くおったわけであ-り篭すから、他の皆さん方のエウ腱十

分厳職髪ができながったので験ないかと思い蕊説しか

し御承知のように林達硫究灰ばマジツツに在箔のが唯一

の研究所でありますから、撚産研究に開してば或る程度
の覗察ができたように思っておりまず｡大体そ尤な日程

で参,り産した。

松川有難うございましたっ次に一番新らしく鮨歸りにな

った方煮の中から龍願いします。

長井我盈5名(註､長井､岡島､田中､岡田那須の5氏)の

森林官朧演漬を4月19日に立ちまして13日目の5月1

日にシヤトルへ上陸しました。歩きましたコースはミシ

シッピー河の永田馳鍔にある蕊9鋤編管丙に’ケ月ば

かり掴それがらワシントンを經て魁清水さん.と同嚴に

TVAに1週間ばかりおり霞した,窟南部;に行っで第8

誉林局管内に大体1〃月、それから最後に1ケ月を大\

洋岸の裳6誉獄局管丙において頑察したわけでありま

ず｡我麦の主なる目的が遥林關係､養苗關係､火災警防

というよウなことを主にして誇りましたので、概して誉

林署或いは擢當遍等の案内によりまして國有林を主とし

て見て参りました。資は民有林關係につき霞しても一部

ほ見ぜて貰い萱したが、希望した程充分には見られなか

ったのであり霞す画そうして歸ろ頃には丁度朝鮮事蕊が

始童っており霞したので、軍用鵬は思うように廻・らない

ということで、商船でサンフランシスコを立ってパワイ

經由溌演に8月23日に歸って莱たわけであり輩す｡‐

松川有難うぎぎいまLたぅ
百J

松原今の長繕んのお話の中に鰯6螢林局とか第8とか
蜜 ■

。或は第9誉林局という鶴Pがあり葦したが､これ低誉株局
′ の管鰐腫域をどういうような分け方をし恒おるのでしょ

うが？
壷

長井アゾ2リカ大陸にアラスカを入れて10の管鯏諭秘る

わけであり霞すが、その内､我盈は三五善見たわけで塗

ります。大体國宥林は日本の10倍ぐらいの面御ご雷って

おります。

松原一つの誉繊局に誉林馨は幾つ泣ありますか？

清水．平均r5位で巷う。

中ﾊl. とにかく時間的に、1月に瞳られ走方もあるし、夏

を過した人もあるし、1年間のズメリカの林業の推移と

い5もの億挑赫分るわげですね。

清水行った場所も皆別です。同:じとと毒というのは、大

政さんとは林達研究所が同じであり、長弁さんの方の組

とは、最後の第6誉林局が同じです。

田中私共は、第9醤林局というのはレークステート附近

はウィスコンシン州のマジゾンにありま､ず林産孤澆所に

参りま’して、3月2'日から24日までおった:つけであり
ます｡そこで大禮林窪ﾛ暁所の概況についでいろいろ見
たり聞いたりして見たわけであり童す。そこを立ちまし

て'から今度はユタ州のオグ･ヂン、ここに山間部の治山治

永と牧漂に開する赫業試溌場がありますが､ここに25,
26の2日間滞在しまLて､太平洋岸のオレゴン州のポー

トランドに参りましたらボーT､ランドには林業試溌媛が

ありまして、結局その林業試験場を中心にして米穣その・

他の針葉樹の林業經鶴厳況Y･それから製材工場或いはパ

ルプ工場どいうようなものを観察見學しぎして、4月4

日にシヤトルを立って歸って来たようなわげでありま

す-．

拙川では次に大政さん如何でしょうかd

犬政私ば3月11日に旗濱を出て、シャトルに上陸し、そ

こから眞つ直ぐにワシントンに行きました。ワシンドン

に朧5日間諾種して、潅水さんと同溌に林業一般の話を

鰯き霞した。その間に特に希望して、ソイル・コンサー

ベ:イション。サービス（SoilConservmionService)の

オーーールという人に曾って、その方の話を聞きまし

た。ワシントンからニュー参プツの圭一ル大學に行き

ここに2日濡潅､次にシラギユースに3日滞在してラキ

ユース犬學を訪私･ました。それから酵力垂を經てウイズ

・ ユンシン州のマジツンにまいりました、ここに約7週間

滞在して術菫砺究所を見肇しました｡鐡麹畠カリフォル
ニア州のバークレー－ことにほ林業試鹸湯と有名なカ

リフオルニ.ｱ大學があり毒すが、一を訪れて6月29日

に構演へ歸つた次第であります。御承知のように誕の渡

米はアメリカの林壼獅尭を見るの注主目的錘あつ淀ので

参・ります。但し私の幕門懇調兼圭壊であり震ずから、林

奮研究を見ると言っても、特に研究の細目’に亘る必要は

ない、アヌ:リカの赫謹研究が現在どぃうふう腱行われて

いるかを見､叉称謹研究所の機鶴活動状態等謹見て來
延

い、というエゥなことで参ったのでありま･壷bその臆か

‐に称業試鹸磯關の機熊剃案と林産の管及繼制及びその

活動状況、それがら､もう一つ侭私の専門の識二f錘の研

究状況も見る茨うにという.わけで､大膿そのような氣持

石
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座談曾： アメリカの林業を語冶

にあって北なんです。そこへ行ったときは雲があり、五

大湖に氷が張っていた。そうかと思うと第8醤林局の方

に来ると、ひどい暑さで裸でもやり切れないというよう

な暑さでう-．最後にボー'､ランドの第6機林局に行った

‘ときは丁度一識､い氣候でした。秋ぢやないが従って叉

紅葉の降期ではないけ邪ども、非常に氣候のいいときで

した。廻つた瀧函が魔いものですから、行った場所勾盈

で非常に蓮うのであり葦す。割合にそういう鼎iで参らし

い山を北に見て、暑いときを南に見て、いい加赦なとこ

ろを西で見たわけであります。

長井特に私、遥休關係で植栽している現地を見せたい、

我鈴も見たいという希望がありまして、上陸しましてか

ら直ぐ．ワシン1､ンに行くのが菅邇であるのに、途中下車

して、蒟大湖浩岸が氣候的に見て植栽時期だというので

最例に降りた。そうすると今年は雪が特別多い、獺候が

遅れているというような關係で､-やや蓮ｵLて楠織をやつ

、亡いる。それでまあ植栽をやっているところを見せて貰

ったわけであります。

松川岡島さん、義苗から造林關係の概貌を一つお願いし

ますも

岡島とにかくア〆リカの詠業というのは、一番不思議に

思ったのは、25葛エーカーを一晩で焼いたという山火事

の國でしょう、それだのにアメリカの山の中で火入れを

しているということですbそれにはアメリカの特異畦も

あるでしょうけれども、私今度月刊雑誌の「林材」にも

譜いておいたのですが、南部では、ロング．･リーフLohg

Ifaf というのは、5年に1回づつ永久に伐期に至るま

で火を入れることが理想だ、だから1町歩大体150圓ぐ

らいかかりますが、そ弥､うことをやっている。或いは

西部の友クラス、プアーの山識林の中に、これ臓天然林

の中ですが、その中でスタツカーセッティングというア

メリカの孔状皆伐ですね謎アアリカの孔吠皆伐と言って

も大きいのですが､學者は4町歩〈･らいのことを言って
おりましたが、蜜際には集材磯の關係で20町歩から25
町歩旨Eす。そうしてそれに植栽する場合に、とにかく地

栫えに火を入れるのですから、それだけ山火防止の關係

に對して施設が非瀞こよくできているのでしょう肘'ど

、も、それに對して山の天然林の中で火を入れるという震

憾です。日本でも火を入れれば造林にいいことは分って

いるけれども、我盈はそれを眞似するわけには絶對に行

かない。

清水ところｶﾐ火を入れる場合は、非常に小さい場合に火

を入れる。結局相當下草のようなものが大きくなると、

上の木まで痛めるので、そうならない間に火を入れて行

く。

岡島ロングリープというのばそうではないbどんなロン

グリーフを見たって？

清水ニユージヤー州の火入れのデモンストレイション錠

見たのですが、向うの火災警防團を集めて誉林署と試駁

場、州の林務課が寄ってやっている｡結局それは松の下

の木を火入れして焼いておくといい。これ催何か土溌の

酸性の場合には殊に．いいのだ，それでは火を入れてから

PHがどのくらい鍵って來たかと聞いたら、そこまでは

細かく分らないけれども、とにかく或る程度中和され

る。大きな山火事にならないという意味で、よそと違っ

て大きな山火惑が起るからどうしても小さいうちに火を

入れ、それから4年か5年おきに松称では下草を鴬に焼 わ

いておかなければならんというので-3-b

田中山火事を防止するという意味で、岡島さんが言った

ように、5年ごとに火を入れて、焼けるようなものを焼

いてしまう。焼けるようなものを置いておくと、若し外

から火が出たときに皆焼けてしまうということもある。

清水針葉樹の大きなやつはそう簡単には焼けないから、

燃えそうなものを燐くという意味です。

中JII鼠の害とか病虫書、そういうものを諜防するのだと

いう意味の火入れも入っているのですか？

田中それはブランスポツチという病菌を澆いてL震うの

です。

松川土壌の關係はどんなものでしょうか？

大政火入れによ潟土緊の鋤上に開する研究は日本にもあ
‐ります。その絲果では火入れをすると、瞬酸などが一部

可溶性になるといわれておりますbですから將來完全な

林業が行われるようになれば､つまり防火設備も非常に
行き届いて防火することが容易だということになれば火
入れをする方が良いということになるかも分かり童せ

ん｡大体火災時期ぱ季節的に決まっておりますから、火
入れの時期を選べば存外危険は少いと思いますb例えば

私は夏期に綱査で艇女八甲田山等＃員登りましたが、年に

よると寒くて夏でも焚火をします。そんな時に炎の燃え
ている薪を路傍の錨の中に投げ込んだ消ずことがあり載乙･

すが､火災にはならず安全です。7月鴫ですと潔度は

80％ｶﾐら90％ぐらいでもわと高い日も暫埼あり叢･ず。で
すがらそういう時期を選んで火入れをすltほそれほど心

配はないと恩ひます｡土壌が改良されるとか、害虫が羅

除できるということであれば頭から火緬Lを否定してか
‐かるのは如何でしょう。防火が完全に出来て、こういう

ことが積極的に考えられるような時代の來ることが望ま

しL･のではないかと私廠思って葵ります。

松川25町歩も伐って乳状というと畷孔炊でないところは

一体どれ位を皆伐するんですかね。

●
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座談曾： アメリカの林業を語る

岡島それについて私は清水さんとは少し見方がぢがうん て研究の賓際化が非繕に圓滑に行くと思われるので．ずお

ですけれとも、清水さんはアメリカは鐸伐だと云ってい 林學という學問の方からは或いは問題は別でしょうが、

義けれども、アメリカは果して鐸伐でしょう‘かね、 林業の推進といふ方から行けば、こういふ艶は我盈とし

清水原則は澤伐ですよ， て大いに反省しなければならないことだと思い童す･

岡島僕は原則は皆伐だと思うo皆伐と鐸伐の考え方力謹 岡島日本はグルンドばかり行き過ぎて、アブライがない
うのじゃないかと思う。スケールが大きいから、大きく ということでしょう。

ても皆伐か.…．.。 大政私のいう意味は一寸蓮うのですがね。

清水そういう意味もある。ワシントンとオレゴン州の國 田中大政さんの今おっしゃった林達關係は非常によく行
有林の面穣だけで日本の全山林の面積と同じです。約2 っている。林業關係はやってL,ることは我為から見れば

千6百蔑町歩ある。ですから大きいこと．は大きい。 つまらないが、向うは一人でも多くできるようなことを
吉田面潰の問題で伺いたいのですが國有林の面積と民有 やる、素人でも奮際にできるようなことをやって行くと

砿林の面積の比率は大臘どのくらいになっており窪すか？ いう行き方です。ですから今言われたような間伐なんか
清水全國的に言いますと、國有林と州有林を一緒にして も學問的に見ればつまらないことかも知れないが、向う

25％、私有林が75％です。 は素人がやってもできるようなことを、試験してよけれ
田中澤伐と皆伐の問題も、再生林の稚いものは皆澤伐で ぱそれをやらして行くという行き方が温い。

行っているように私は見て龍ります。 長井その職は向うの現地を見まして、私は民有林關係の
岡島レツドパインの60年生のやっぱ稚いものだから。白 啓蒙宣偲は如何にすべきかということに關心を持ったが

樺その他は皆伐です。それは鐸伐じゃない。 確かにアメリカの試験場でやっていることはプリミティ
清水第7謝*局の方から第8誉林局のj騨はやはり大禮 ブと言えばプリミティブなことを調査しているけれど

鐸伐式ですね。 も、そのことが農民達は知りたい。結論が出れば直ぐ・試
岡島我舜の見ないところは､そう言われても仕方がない。 験地を設けて、而もその試験地というものを便利な箇所

私の見た範園内は全部一態皆伐ですo 、に、例え燭首ぱたに設けて展示する。間伐にしても、間
清水大きな孔状は澤伐で詞ao 伐したところとしないところとでは柴壼量がこのように

大政林業方面を覗察された方に質問したいのですが、私 。 違うということを説明書が書いてある。そぅして誰にで
ばアメリカで殆ど林産研究の方面ばかりを見て林業方面 も見えるようにしてある。或いは撫育すればこの通りよ
を見ていません。ところが、林産方面で感じたことはア くなるということを見せているということは、簡軍な試
メリカでは"暁とその成果の疫際化との關係が非常にう 瞼研究であるけれども大衆に對する指導には役に立つと
まく行っています。日本では残念ながらそれ程‘うまく行 思います。

ってないやうに思うのです。戦時中わが國の工業方面の 岡島だけれども日本の腿民というか林業家というものは
ネックは工場と〃暁との中間試鹸が峡けていたことにあ それはすぐれている。
ると聞いています。ところで林業方面ではその關係はど

大政問題はそこにあると思うのです。つまりあなたの老
うでしようかしら。アメリカの林業技術の或る物は可な

へ方で行くと、名匠の技能に頼るといったことになるの
り程度の低いものではないかとも思いますが、兎に角技 ．

ではないでしょうか。日本には正宗を始め名刀を作る人
術を裏付ける研究とその技術とが直接結び付いてはい室 力鐸山いました。恐らく日本刀は世界に比類のないもの
せんか。、暁も日本のような徴に入った研究は少いかも でしよう。ところがドイツではそれをどうしたかという

分かりませんがそれにしても研究と蜜際と動域る程度直 と、化學分析等行って工場生産に持っていった。勿論そ
結してい篭せんでしよタか。その辺の鋤清を溌は知りた の刀は日本の名刀には及ばなかったかも知れませんが、
いと思うのです。日本ではどうもその識に鉄けるものが 従来の刀より遥かにいいものが大量に工業的に生毒され
あるのではないでしょうか。日本の研究にはそれ自身と たということを聞いています。試識場の仕事はやはりそ

しては非備に立派なものがあるけれども､"陸は研究､質 のドイツ式の行き方を執るぺきでしょう。日本ではどう
際は蟹際と、極端な言い方を･fWLぱ互に無關心とさえ見 も名人蕊を鯨重しすぎる鋤§あるのではないでしょう
える場合が決して少くなかったように思われるのでず。

か。さつまいもの作り方にしても名人が各所に輩出した
ところが聞くところではアメリカでは例えば間伐なども ものです。勿論その人達によって局所的の發達はあった
胸高の断面穣を韮準にする行き方が普及されているそう けれども、普遍性がなくて全慨としての發謹がない｡私
ですが、このような方法をとれば盗際と"暁と結びつい 共は林業を考える場合にそれの全織勺發達を常に念頭に

－（24〕－
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座談會： アメリカの林業を語る
一

署0年後にはｱﾒ,力の一つの林學というものを築き上げ
るのじゃ姪いかと思う。これは非常に危瞼な見方で、そ

うじゃないと言われるかも分らないが、私は30年、40年

後にはアメリカの林業､林學というものにしっかりした

ものができ上ると思って見て来た謬

長井同感ですね。遥林については歴史は新らしくて、20

年〈・らい前から人工植栽をやっているが、各地に鎧林地

がある。これについて現在のところは手入れが遅れてい

るというような状態が分ったのですが、それについて今

の間伐はいろいろなやり方で、幼稚と言えば幼稚かも知

れ霞せんが、今の簡単な方法の方が百姓に質行され易い

というように思いましたつこれは今後10年、20年する

うちには相當間伐について理論的なものができると見て

來ましたつ

清水とにかく40年ぐらいで以て立派な林力通る、人工造

林地がある。

大政私はアメリカの林業方面を見てぃ重せんが、若し林

窪方面と同じよ5であれば、ここ20年か30年かわ知り

ませんが、ある期間の後には少くとも日本の林業家がア

メリカへ見に行く時が来るのではないかと考えておっ

たっつ室り日本の林業は從來の傾向力鞍けばどつちかと

．いうと、所謂學問的には發達をしても林業そのものは、

眼毘しい發展は熱期されないと思うのです。人によって

はもう林學の態附研究は行詰った、これを打開するため

には基礎研究をやらなければならんと言っているそうで、

すが、私はそうは思わない。從來の研究で産業と直結し

た腰用研究がどのくらいあったか甚だ疑問に思うので

す。勿論多数あったでしょうが、果して行詰まる程あっ

たかどうか｡例えば金礁樹の昆虫の害を防ぐ・には、礎蕊

樹のまじった、天然林の朕態にすれば一番被害が少いと

いうことはよく言われていますが､それだからと言って
そんな状態に林を瀞いて一般に林業は成り立つだ鞭らうか
どうもその邊のところに林業研究としての突込み方が不

充分だったような蕊がするのです。この場合に林業を經
瞥するためには単純林を仕立てる必要が屡殉起ると思い
ます。さて軍純林にした場合にアメリカ人ならば恐らく

DDT撒布とかそれに似たことを考えるでしょうが､日本

の從來の研究はその方面で完壁だった走しようか，叉若

し天然林の状態に置くとしてその場合に經濟的經織法の
研究が充分あったでしょうか。こういうことは私は謙虚
な氣持でもう一辺考え直す必要があると思う。それから

叉、今壷では法正林の思想が林學方面の人の頭に可なり

湿くこびりついていましたね働ああい5式にアイデアル

なものを頭の中に考え過ぎたこ.とは産業研究の場合は一

考を要すると思います｡勿論從來とても現賓を無覗して

置くぺきではないでしょうか。私は研究としてすぐ．れた

立娠なものができるということは勿論必要だと思ってお

りますが、それと同時に我盈のような産業の研究をやっ

ているものは、研究成果によって全臘の産業が一歩でも

進むということを心がける必要があると思います。そう

いうことを學ぶにはアメリカが一番良い國のように思う

のですがどうでしょうか。發達した學問を學慈には少く

とも林業關係ではアメリカよりもむしろヨーロッパの方

がすぐ・れて居るとも考えられます。勿論良い學者はアメ

リカにも澤山いますが、併し本來は學問はヨーロッパの

方が良1,,でしょう。併し研究成果の徴用化を學ぶにはア

メリカが良いと思います。礎は私はそれを見たいと思っ

てアメリカに行ったわけです。

田中僕はその黙同感で、よく岡島氏と言い合って；お前
はアメリカびいき過ぎるということを言われるが、今大

政さん力看われたような簡単で誰にでもできるような方

法で大臘間遠いがないという程度で理論的に行ったら、

全臘的に見た場合Iご職可なりいいと思いま宝

大政そういう行き方で研究がぐんく・ん深く進むとした

ら、誰にでもできて、然かも立派な林業技術が確立され

ると思いまずも

岡島だけれどもそれは違うね，アメ圃力の森詠統計はペ

ーサル・エリヤBasaIAreaという胸高獄面穫を鋤めて

いる。これは日本の農業技術家には勧めることはできな

い。

清水スモール．プオレストSmallForeStという印刷物

がある。これには今の間伐の進め方を雷いてある。

岡島ペーサル・エリヤを日本にやるなら魁一般の間伐の

方がいい。

大政ペーサル・エリアは、技術的に誰がやってもそこ童

で行くのじやないですか。つまり輪尺をさえ持って行け

は、誰がやってもそこに行く。日本の間伐はそうは行か

ない。アメリカの方法は研究方法としてﾖ蹄に示唆に冨

んだものだと思います。

岡島米國の間伐と寺崎さんの間伐とは違うけれども、70

本寮では同じです｡あとの30本力鍵って來る。

大政我友憾鐵荷が個人蕊から離れて一般化する方向に努

力する必要がある。勿論限度は何時までも倖うと思うけ

かども理論と技術の一應の修得によって林業技術者なら

ば誰でも出來るようにしなければならんでしょう。

岡島林業を幼稚化するというわけですね。

清水それは幼稚化じゃない。そういうことにすれば、今

度はあと研究をう-れぱもつといいものができて来る。

田中僕はアメリカの林業を見て、大政さんが言われた穣
極的な考えというものを考える。そうすると30年後、

や

→
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座談會： アメリカの林業を語る

いなかったのでしょうが証いつの間庭か頭の中に完壁な 人口を抱え若い人がドシドシ任官する場合に、誉林署長

ものを考える、そうして現渡から遊離するb研究も段燕 なり擢鴬麗員なりをそれだけに長く置くことができるか

資際と離れて、何というかそれ自燈の境地に晩露した頓 どうかというと、そう簡草な問題じゃないので朧ないで

向ばないとは云えない。免に角我六研究者の立場から見 しよ；か。

れぱ残された問題が山程ある、とい5わけですも 長井職が特に感心しだのは､誉林署長や擢常腫員は一つ

岡島30年先にはアメリカの林業が確立されるというか、 の地に長くいる。5年､6年長くおって、現在の地位に浦

立汲なものになるだろうということが言われますけれど 足して仕事をやっている。これは待遇もいいし、又彼ら

も、それはドイツ人の林業家と一緒に歩いたときに、ド の生活程度も、錆常腫で園に500ドルぐらいとりますね

イツの林業家が言うのには、アメリカには傳統がない、 醤林鵜長となると700ドル<､らいですから、鵠長さんな

日本には臨統カリあるからいい＆のができる、アメリカは ら自家用の自動車を2沿ぐらい持ってい』る、奥さんのを

博統が底いから勝手なことができるのは羨しいと言って 1台ですね、それくらいの生活はできるのです｡而も山

おったが､それは30年､40年經ってアメリカの林調やで の中におりましても、土曜日曜は休みで求から、’時
きれば、もうそれ以上進まない。ドイツの林業は或る程 間も自動車に乗れば立振な町に出られるので、そこへ行

度できている、そうして行詰っている。私は逆にアメリ って事梁することもでき湯というのだがら、別に山の中

力の林業家は今から蛎年前にドイツの林業を摸倣して今 にいることが苦痛でもない。非常に生活に安定を得てい
の林業になったというけれども、アメリカは世界の林業 る。而も山に對して非常な興味を持っているというよう
をもう少し研究して、日本の民有林のいいところも勉弧 に一般に見ました,

して、そうしてアメリカにアプライして行かなければ、 松原誉林署の所在地は相営山奥にありま款か？

アメリカはアメリカなりの固まったものができそしま 清水山奥にあります。そればアパラチヤ山脹の中に行つ

、5。もう少し日本、ドイヅのものを研究しなければいか たときには、磯林謡のあるところは田舎町です、人口ば
んと思う。ドイツ人の林業家が盛に説明してやっている 3蔑く珍らい･･･…。

が、もう知らんふりをして、雅量を示したか知れないけ 岡島それじゃ都曾だ。我舞の見たのは3千く．らいの町に

れども"、全然新らしいことを初め定聞いたという恰好で ありました．…･･･

私はアメリカの林業家というのはドイツの林業を知らな 清水3鱒と云5のほこの町に工場が塗るのですよ｡まだひ
いのかという感じを受けたのです。 どいところがある．山の中で雷氣が涯いところがある。

大政成る羅アメリカの林業はドイツ程進んでいないおし 長井日本では潤淋官の地位というものがまだまだ國買か

よう。ところがなぜそういうアメリカのものを或る程度 ら認識されていない。アヌリカでは特挺森林を取扱うと
日本へ入れる必要があ･ると思うのかといふと陽こういう いうだけ這なく､、蕊林官は狩磯のことも、漁業(ブイ篭シ
ことなんです。吉野や天龍其の他の優良民間林業堂でア ング）のこともやる。或いはリクツエイシヨンの施設を
メリカ式にしてしまえというのじやないのですが、ドイ して、それを國民に貸し輿えるというか、そういうよう

ツの制度を開くと、螢林署長は殆んど一生涯に通いよう なことで非常に演瀧園に國民に接臓する。だから森林官
な長い期間を一ケ所にいるそうだけれども、日本で見る というものは相當認められている。私共よく、お前ば麦

と、誉輪溌長は短期間で鍵わっている、それに行政事務 、 那人かメキシコ人かということを酒場あたりで聞かれ
が多すぎる。そういう行政組織を背景として考えた場合 る、それでジャパニーズ。フォレスダーと答えたが、ブ
には、誰にでもできるというアメリカ式のものを入れる オレスターと言えば相當認識されている。
必要があると思うのです。ドイツ式のものを入れるには 田中先程の長弁さんのお話ですけれども、誉林署長は

ドイツ式の行政組織を持って来なければならんでしよ 600ドル、推常随員は500から450ドル<・らいで先

う。それに、もう一つは林業鋤悔を科學的に謹達さすと 清水醤林署長の階級が5階級ある。

いう黙からもアメリカ式行き方に兎に角注意を郷う必要 大政大壌教授の平均が5，600ドルじゃないでしょうか。

があると思うのです。 1000ドル麓う人は蓼友たるもので､ま。ですからそれだけ
岡島日本の場合は、そういう行政組織に持って行くよ 森林官の待遇がいいのでしょう。

‐り、蟹林署長は一つところに長くいられるようにしなけ 田中これは岡島さんもそうなんですけ姪ども、我為役所
れぱならんということをよく長官なん力言われ藍すよ。 に入ったときに、三矢長官は、三惚れ主義でやれ。一つ

大政それは長官は言われているでしょう、叉是非そうL は仕事に惚れろ、その次は任地に惚れろ、その次は細君
て慾しいとは思いますが日太のようにこれだけの大きな に惚れろ。これが完全に行われなければ、山もよくなけ

－（26＞－
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座談會： ア〆リカの林業を語る
一

れぱ、お前達も駄目だということを言われたコアメリカ

の連中は三慨L主義を蜜行している。それだけ違うので

す。任地に惚れない場合も日本ではある。仕事に惚れ込

んでやっているかというと、日奉ではそうでない場合が

ある。アメリカ人でも全部ｶﾇ三惚れを資行しているかと

いうことは疑問ですげ中に朧細君に惚れていない人もあ

るでしょうが、我没より朧概していい。生活が安定して

いるから････ ･･

松原少し話題を鍵えました、アメリカの林業につきまし

て、日本の林業と非徹に蓮つた黙､作業とか遜林という

面で特別に仕掛力球きいとか、進んでいるというような

印象を受けられたようなことを話していた壁け｡ません

か。

岡島それは苗圃の潅水設備だけはアメリカはどこへ行っ

ても同じ方法でやっている。アメリカほ乾燥地籍が多い

から無理もないが､潅水設脆だけは大したものでず。

松原どういうよう肱構造で．．…?｡・

岡島水路から水をとって來て、電力で水を押してパイプ・

で吹き出させる。そうして90度回鱒Lで雨を降らせ為の
です。

請水雌力を加えないところもありますけれども･･…'・

岡島平地林が多いから潅水設備だけば徹底的にやってい

る，まあ金があるからだね』

松原植我はどんな方童で……p

田中鑑林植栽はいろいろ聞いて見たのですけれども、や

はり技術的には手で植える方がいい．ただ大面積の場合

は追ひつかないから磯城でやるわけですが、．…･･

長井プランティングマシンを日本でやるとすれば、東北
方面の\幽地､言I蛎這あたりは適當するのじやない淑aO

植栽機械は600ドルぐらいという:ことでありますから大

して筒いものではありません。それに前につく1､ラクタ

ーはこっちにあるものと同じでwそれにプランティン

． 〃・・マシン啓つけ工やればいい』植えて行くには1マイ

ルく謬らい植えて行って、そうして叉,ミツクして行く。や

はりzF坦地叉は傾斜の非常に緩いところで准ければまず
いo

清水日本にはまだない鎌です｡‘

大政磯城化でも先ずつまずくのぱ人口問題ですよ。機賊

化をやれば失業する勢働者をどこへ持って行くかという

ことが剛璽になる。
●今

識原鎧林の主な樹種は何ですか。

岡島松ですね。
~

(經 鐘〕

松川今度は中川さんの専門の方に行くのですが、經箇計

霊というのはきちんと立ててあるのですか？

清水國有林についてば全部施業案力&ありま-j-bただ施業

案の丙容は、童謡の遥き方力鍾うと思います。私見本の

施業案を除り大きく蔵いのを持って來ており寮すが、こ

れはいずれ誰かに鐸じて貰えばいい。これはやはり･日本．

の方は計聲3－る賛料の集め方が逢っていると思います。

ですからいろいろな調査をするのには、結局サンプリン

グ・メソッドを使う關係で、いろいろな而穣､蓄職．成

長量その他のいろいろな率を調べる、保存率とか、そう

いうエうな先ず初あの調査黄料の調製が違っている動・

中川この間アメリカ.の人と一緒に北海遁を廻つたときに

も、日本の森様調査の方法は非幣に主蝋的だ、もつとメ

カニガル・サーベーといふか、磯城的こやらなければな

らん．日本の森林調査の方法だと、學佼を出てから5，

6年經つた非糯にJﾐく山の分ったエキスパー1．でないと

調査ができないのじゃ踵いか、そぅいうようなことじゃ。

いけない。だから主観的恋調査をやめて、もつとメカニ

カルな、例えば澗上で先にボイン1､、ポ1､ン卜を決めて

それを機械鞠に決めて、そこに誰が行っ-こも直ぐ標準地

がとれて、調査をしてその数字を総算したものでなくち

ゃ本噛のもの.じゃない、北海道の森林綱査を全部やり直

そうということを向うの人が言ったのですが、そういう

ように先ず調査の方法それ自磁力漣うようであります｡

清水計需を立てる基礎資料がしっかりしていなければな

らんという考え方、だから向5は施業案を作ると施業案

に基いて資行群れる｡日本の方はどうも惚行面と少し
遊離してし､る傾向が多い。私もそれはそういう關係で北

海道に2年いたけれども、賞際にそういうことで困るの

です。 、

岡島そんなに強離しているでせうか？昔我'とがやってい

る常時､昭和12年頃の安定していた常時なら、施鍵簿菌
りできました割ね，基礎資料や何かでもアメリカカ懇いと

ば言わないが．…･･

清水御料林だげ縦できたけれども．．…･･

岡島それはちょっと日本の國有林の施業案の言い過ぎだ
と思う。それ程施業案通りできないと言われたら、松川

さん達に申課がない。それは時代力鍾う。私はできない

とは思わない。

清水それは基礎資斜ができていない。

田中御料林という話が出たが､それは口にしたくないが

蕊礎資料ができているところもおった。それによってや

って行った。それが戦零中に崩奴た。

清水七座誉林署管丙で鯉面積を調査したのがある。森林
をやったのですが誕そういうところで違って来るのは、
測定の誤差ということについての知識が足りなかったた
めだ。結局アメリ.力人は、最も正確であるべく、近似値
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座談會： アメリカの林業を語る

というものを工合xく掴むという考えで行っている。そ

の考え方が足りないために、誤差力誕きて來る。これは

施業案關係で私共とにかく現地で毎木調査をしたことが
ある。ところが同じ土地を認査しても、多くなったとか

少くなったとかいうのは、そういう測定についての誤差

の考え方が悪かった。日本では毎木調査をやれば正確だ

と考えているが、いろいろな誤差のファクターがあるわ

けであります。それよりサンプリング・メソッドによっ

た方が理論的に誤差が小さくなる。そういうような意味
でどうしても秋田なんかの全林毎木調査をやったような

ところでは、施業案に基く資行がやれていなかったo

田中それは砺査の誤差ですね。調査した經誉案というも
のは‐腰それによってやろうと思えばやれた經醤案で
すo

清水ところがまだもう一つ問題は、世の中の木材の需給
という關係と、それから溌算の關係があって、そこで國
有林がそこに無理をしなければならない。 、

岡島今私が話している問題は、今､施業案が遊離してい
．るというから、それは經濟儲勢がこうなったからなった
のだと言うことです。

清水私共のいた誉林瑠は山奥であった、そういうような
ところでも、疫際にやる場合に施業案に基いた資行じゃ
やれなくなる、そういうことがある。

田中やILないというのは､外の經濟事構なんかが塗って
來たためにやれないので……。

清水ところがこればそうじゃなくて、技術的の問題があ
る。

大政どうも甚だ迂澗な質問をしますが、今のお話を承る‐

と､經濟備勢云燕ということがありますが,施桑案の編
成にそういうものを加味した考え方というものはできな
いのですか?

秘川できましょうね。骨子はきちんとして鐵行面の巾を
相営持った案を作ることでしょうね，

大政それを作らなければ、林業は誉めないのじやなv､の
でしょうか。私達學生時代の思想を顧みると、何か森林

という特別な生物としての自然物が對象どしで騒ぐとり
あげられ､經濟的顕噸が極めて稀薄だったような氣がす

るので乗欝然のことで今更云莞するのも可笑しいが林

業はやはり收支の問題を考えて鰯もつと産業的な擢鮎に
立たなければならないと恩うめです。さつき誤差の問題
がありましたが｡これも私が大學の教職に』sりました頃、

それからその後も、誤差に野ｻｰる考え方力轍底的に教育

さlt"ていなかったように思います、だから研究者自身が
→こういうことに對して笹だ無頓著であった。誤差という

ような物を取扱う場合に必ず念頭に置かねば厳らぬこと

にしても、或いは經濟行爲が行われる場合にはどういう

融に重謡をおいたらいいか、そういう黙にしても、我為

の教育には可なり抜けていたような氣がします。

平野さつきから興味を以て聞いているのですが，經誉に

産業的思想、そういうものを織込まなければならんとい

うこと、日本の今までのドイツ林業は、そういう磯に戯

けている鮎が確かにあるのじやないかと思います。

大政例えばこれが曾杜であって、山を或る程度持ってい

て、これだけで以て曾賦を立てて行くと6､うことになれ
ば､恐らく施業案というものも先程來問題となっている

のとは除程塗って來ていると思います。

長井75％を占めている民有林の施業案、これがそもそも

それ程的確なものがないのじやないか．むしろそのこと

は日本の、現在不充分であるけれどもやつ‘ている施業案

．というものは向うに比べて相當進んでいるのじやないか

といふように自惚れの氣持を持っている。

岡島國有林でもソルスの人に聞いたときに、一番の憾み

は何だと言ったら、施業案の編成ができていないことだ

という。我盈が最初に行ったテヒヤの誉林署はできてお

りましたが．外の誉林署においては施業案の編成はまだ

完全にできているわけじゃない。施業案の緬成は全部航

空嶌眞によってあらましできているかも知れないが、細

部に亘つた施業案の鯛成ができているかというと、ソル

スの管林署長がぼっきりそれは言いましたが..….。
松川アメリカの施業案は收磁の保鍍ということを根抵に

して考えてやって居りますか？

清水そうで"す。

中川そうするとア〆リカの木材の需給關係と施業案の關

係、それは過伐lこなっているか、或いは不足であるかと

いうことはどうですか、やはり過伐になってお.ります
か？ ’

清水過伐じゃないと思います。

長井20の誉林署を歩いたところでは施業案の生長量以下

だ、而も收入の方が支出生り皆多い､黒字を出しているo

中川立木債が高いということですね。

岡島3籍ぐらいで氷ね。私は悪い方面ばかり言うように

なりますけれども、アノリカは生長通だけ伐ろうとすれ

ば、アメリカの自然林、天然林が残って、それに過剰蓄

積を伐る、あとは2次林の生長量があるでしょう。これ

はどの程度か知らないけれども、それからあとば本営の

鑑蒜地､幼齢林でしょう。だから伐れる生長量というも
のは、現資面に合わしたときにも、日本は伐期を過ぎて

いるから伐れるかも知れませんけれども、結局生長量と

いうものは、天然林の過剰蓄頓と2次林の生長量と、あ

とは造林の生長鐙は伐りはしませんから…･･･。
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座談會： アメリカの林業を語る

清水アメリカの伐れる生長戯を日本の石に直すと15億

5千萬石、今伐っている伐探計識も1億5千萬石でやる、

それ以下で賄うようにしている。

田中民有林だけで考えると過伐になってし､る民有林の方

はそれのために＝クステンシヨンが必要になって來る･

清水私も民有林の箇所を七つ八つ行っております。民有

林を州の林務部長、林務課長と一緒に見ておりますが、

特別な曾祗が持っているところは施業案を持っている、

ところが向うの小面積森林というのは大磯平均14，5町

歩ですが、14，5町歩の小森制恢有者の持っているとこ

ろは立脹な施業案がない。結局エクステ琴'シヨンの方の

人が代ってその蓮中にこういうような伐り方をしなさい

という簡易植伐的な施業案をやるわけです闇それに對し

てこういうようにやると何年後にはこういうように有利

になるという訟明をしてやると、それではそれによって

施業案通りにやりましょうというようになって來てい

る．もう一つ根本的に小面俄森林所有者の森林に對する

經濟的の依存性というものが非常に違う。それはいろい

ろな農業を大抵やっている人がそういう山を持っている

わけですね。そうすると主たる生活源は農業收入によっ

てやっているから．林業の收入というものに對する金融

．ということの要求がない。そういう意味ですから今の州

のエクステンションの關係の人が行って指導すればその

，通りの伐探がやれるという、そういう實情もある。そう

いう意味で大いにエクステンションによって今凱されて

いるところの民有林の經誉の合理化をやるというように

進みつつある。これはまだ全部行っていないようであり

まﾂｰ。

吉田清水さん、さつきのアメリカの伐採方法ですね、そ

れは澤伐を主にしているということを言はれましたが、

それは天然林を伐る場合には皆伐ということはできな

い。それは伐る而瀕が多いために澤伐を主にしているの

ですか？

清水今後とも原則として澤伐を主にして、いろいろな造

林池についても澤伐流に持って行く。これに私の歩いた

ところを見ても、結局地上の關係、土壌その他の關係が

非常に後繼樹ができるような條伴を持っているところが

多い。或る場所ぽ皆伐して何も植えなかったところへ2

，次林がひとりでに出て来たようなところもある、結局稚

樹が生え易いという状況にあるところが多いと思います

平野立木償格が高い、ですから收支がとfLている資儲で

すね，そうするとそういう場合、向うの遡求費、そうい

うものを計算して行ってプラスになるのですか？

清水プラスになります。 、

長井私は第8誉林局の麹ｼI課長と思いますが、人工造林

で採算がとれるかというと、とれるという。何％ぐらい

だというと、10％<・らいに行くというのです。

平野日永だって民有林のいいところならとれる．併し全

般から見たときに、なかなかとれんから補助金でやると

いうことで行っている。ぞういうことがアメリカではど

うなっているの垂すか？

清水アメリカでは市場から遠いところ、マーケットのな

いところは、探塊の悪い木を伐らない、だから伐るとき

は有利なところだけ伐っている、そういう關係はあるわ

けですけれども""･･･

長井今捕助金の話が出ましたが、それについて向うで開

いたのですが、向うではやはり原木を交付するやり方、

苗木を國或いは州で作って、それの識用は國から半額を

出ずということになっているのでずから｡．…割。

平野その遜の木ではとても間に合わんということですね

清水それは踏林の方の促進を考えているので、頁っても

間に合うの･きすけれども、いい苗をやるというので－3~。

'rVAの苗圃、あそこでも養成をやっている。そうして

州なりを通じて分けている。それが間接の補助みたいに
なっている。

長井確かに.TV人では苗木を熈償でやるということにな

っておりましたね。

清水國執氷の苗木もTVAでやっている，國有林の方は
有償ですが、民有林は綱賞になっている。

松川天然林の鐸伐をやっているところは、いい木ばかり

を伐るということはありませんか？

清水それは或る程度いい木は伐っていますけれども．併

しやはりいい木も残している。いい木を相営伐っており

ます。

松川やはり悪い木も伐っていますか？

清水悪い木も伐っております。

岡島アメリカでパーシャル・カッティング、これ朧林業

の本に出ていると言っているが、買って來た本には出て

いません，鐸伐だといい木ぽかり伐る癖がつく、だから

パーシャル・カッティングをずれば､本職に悪い木も伐

るのだと試臓場の人が言っておりましたが、蹄？てから

・吉田さんに､､パーシャル・カッティングを御存じですか
と聞いたら知らないというので。未だに疑問ですがb

だか.ら澤伐はいい木を伐っておりまずo

田中セレクティプ・カッティングということを管林署の

婚営官が．．…･･

岡島セレクテイプ・カッティングというけれども、孔状

皆伐だから．…･･･

田中いい木を砺査する、それでパーシャルという言葉を

使ったらしい。

●
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座談會： アメリカの赫業を語る

岡島南部の4州の松は全部皆伐です。

秘川アメリカから來たボスターなんかを見ますと、ウオ

ルフ1･リーWolfTreeに印し付けして伐れとか習いて

樹幹にタイムをつけているような繕がありますね。

岡島アメリカ人は宣博がうまい。

松川ああいう面のエクステンションの上手なことはアメ

リカの眠味ですね。

清水それは脳VAも半分は宣傳鋲あると思います。

田中土地の條件というものは技術的に分らないのです

が、我燕だったら立地條件というものを考えるが、アメ

リカでは除りそれを考えないらしL,。ああいう,土地の厭

いところですし､,向うは除り土蕊を考えていないように

思いますがどうですか？

大政それは大きな恵味で考えている。向うはとにかく大

きな園ですから、地質權塗も土壌の分布も日本のような

複雑さはない。だからアメリカの‘ものをそのまま日本に

操入れるということは困難で鑑例えば味ンプリング・

メソッドその他のお話力錫.りましたが．それは日本の地

形や土壌を加味して考える場合には、やはり日本でもう

一遍考え直すということが必要と思います。それが~部

の林業家はサンプリング，メソッドというのは日本に使

えないと非難する。一部の入は間上でとれるくらいのた

やすさと考えている。私はそれに對して我田引水じゃあ

・りませんけれども、多少立地的な條件という･ものを考え

て使えば使え･る.と思っていまず｡

清氷その趣旨を日本に操入れることはできると思い劃誰

す。

大政そうです、しかしそこには周到なり暁が必要ですね

清水寺崎さんに言ったところ、私だけ養戎して、外の人

は顧みなかった，

大政可能とは思いますが、ァ〆リカでやっているように

箪純には行かないと思います。

清水アメリカは紘室鴬眞測量の成果のいいものを持って

*I)まずから、それと見合せるから簡照に行く。日本の

場合はそれも変りますから、具髄的な方法はうんと鍵つ

たものになる。考え方は同じであります6 （以下次疏）

管

----‐ －－－－－……一新測
林野臓旨導部長藤村重任箸（林業技術叢書錨6輯）

案弱
一一一■~一一
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＠
北大助教授・林博龍井專次著(解認シリーズ第30冊）

樹病診断走潤30側〒3冊迄6圓

:|灘霧灘琴蕊:譲雛鶏電蕊病．
林博原田泰著癖読シリーズ第31冊〕

選木ご間伐定便30圓〒3冊迄6圓
林木の祗會生活･紳丙根系の争い｡生存競争と幹級瞳分・
森林の観察と調査･鐸伐木の選定・間伐

一一一

・ 赫業技鞭シリーズ
No'1林業議鯵場伊藤一雄著

苗畑に於ける針葉樹稚苗の立枯病
（改訂増補版） 償45圓〒6回）

No.3林業試瞼場慶野金市譜

どんく、りの味噌製造に關する研究
（訂正版》侭25圓〒6図

No.4鉢業識熱湯秋田支場佐藤邦彦箸

ズギ挿木苗木の根頭癌腫病被害調査報告
（訂正版） 債35圓亨’6圓

以上3鵬は再版發養し葦した､H0.2．蕊o､5．瓦o6も
夫.壷近く稗版します。
No.11から蕊o.14までの各班は全部揃つで居ます。

日本森林資源の分析
第2部産業構遥と森林資源

矧闘70圓（會員頒便60圓）〒6圓
さきに第一部として｢森林の所有形態jを公にした著者

一が引縦いて木曾の矯めに執筆されたその第2部である。
本篇は木材･利用の形態と森林資源との關連及び日本の各
種エネルギー源に於ける木材の地位につい､亡鏡い分析を
行ったものである。國民經濟中に占める森林資源の厳要
性を再硴認し得る貴重な資料である。

田中波慈女著《林業鐡磯書第7輯）

森林の環境園子
、、定償100図(曾員頒償90個）〒12圓

凡そ踏林に關係を持つ巻は著者の名を知らぬ人は無いで
あらう。著者をじて今日あらし必たその學識と經験の基
礎は「森林の環境因子Jの探求にあったのである。氣
候ず地形・土壌其の他の因子について詳述し更に天然林
に對する特異ある考察が加へられて居る。淋業技術者に
とって必讃の譜である。

原口享箸C母樹普及叢書第2集一林野麓編）

たねの話定債40圓子6園

■

１
１
１

一一一一一一一一一

昭和25年度（林野聴篤）

林業技術普及員資格認定問題集
發寅中 定債50画〒6圃

林業家が知って寵かねぱな

そたねに關しては母樹､操
ら腫林水

坂､講遥

種子の話である。。凡

燥，生理、糖選､乾

｜貯職等一切に亘って霊に解読されてある．
‐一一祗團法人 日本林業技術協會 ー 一
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が制定賞施せられるに鴬り、取りあえず職階に關する次の

事項を資現せられ石ことを重ねて要望し、なおこの要望に

謝しては、先方の意見を回報せられる嫌申入れをした。そ

の條項は

1．研究官職をその他の官職より明確に分離規定するこ
と。

2．研究官職分類の基礎となる職務と黄任の要素として
は、職員の所究能力を最も重覗すること。

3．研究官職の絡付を賓施する爲、適営な需査展關を設
置すること。

4．研究公務員が研究磯關の管理業務に従事可看る場合に

は、その慮溌について特別の考慮を沸うこと句

5．特殊な"暁業務に從事する研究公務員および研究に
必要准特殊技能を有する公務員の虚遇について特別
の考慮を郷うこと。

凸

◇農業技術振興のための研究課題

學術會議さより 原 田． 泰

◇科學技術蝿設置問題その他

衆議院では､先に科學技術の振興に關する決議を行った

が．その主旨の溌現に脇する方策の企謹は自由黙が一任さ

れている動自由識政務調査會の企聲に基き衆瓢院法割局

で。科學技術行政審議曾法案要綱､科學技術腫設霞法案要

一綱，中央科學技術認迩所設巖法案要綱および産業技術開發

金融公庫案を立案中であり、學術會議に意見を求込て乗て

いる。右のうち前の方の三つについては勘各部から意見が

出ている｡

この科學技術寵の設置によって，科學技術の振興に關す

る綜合的な方策と計彊を樹立し，關係各行政磯關の科學技

術に開する事務の綜合認整および援助を行ひ、科學技術に

關寸る研究、試繊等の助成その他科皐技術の振興を岡るた

めの交付金、補助傘等の識算見積や政府所櫛の"傑所､試

駁所および委託研究徴等に要する溌算見赦について、その

綜合誘整を行うことを考へているのである。

なおこの附馬濃關として、中央科學技術調査所を置くこ

と釣篭へられ､科學技術の振興に關する線合的な方策と計

識の樹立に蚕する目的で、科學技術に開する綜合的悲調査

研究を行い、かつ、これに關する蚕料の收集．整理を行う

ことがねらいとなっている。

これに對して、いままでの學術會議の空氣では，科學技

術聴そのものの設置の趣旨については養成であるが､新し
く設置するとすれば．現在のスタッフを獺化披充した性絡

の＆のであって、學術研究の奨勵､助長、振興等を主眼と

した精祁で進んでほしいという意見が有力の嫌である。こ

の問題蝿0月の總會で、學徳曾議としてのはっきりした意

見が展謂されることと思う斌載時中の技術院的な存在や

統制面が湿化されることを極力警戒している。

◇研究公務員に對する職階法の適用

雁暁公残員は､その職勝の性質､内容､資征､要求せら

れる賓絡要件などで、一般の國家公務員に姥＜、本質的に

多くの特異愛を有するから、その職務の完全な遂行を熱待

するためiこ國家公務員なゑに職階法の適用をうけること

は不合理で、相鴬の部分の適用謡除外せらるぺきであると

いう日本學瀧曾議の意見は､再三にわたり玄脅や口頭で表
明され、一方第6回おエび第7回國會の人事委員曾で、議

員による右:と同じ趣旨の意見}こ對し、人事院總裁および山
町

下人事官は蕊究公務員の特殊性にかんがみて、特別の軍計

らいをして祇究に支瞭を來さないよう,にする答辨がされて

L､たが、9月5日には更に吉田總理大臣に對して、職階法

日本學術會議蕊6部(農學部門）では、同郁の曾員に對
して鍵業按脆振興のための重要研究課題の提出を求あてあ

ったが.林業に關廉あるものには、次の様液課題④提出が
あった．

1．泥溌潔原利用開發に關する隷合研究
一原国泰會員提出

從來高偉度地万における泥災地に對しては、排水溝を設

け．客土して、幾地とすることに主力がそそがれ、このた

め多額の錘費を投じて、これを償い得蹴い滋も少くない、
か様健土地改良に多額の經費を投じて､乏しい收穫に甘ん
ずるよりも､簡箪なﾂﾙk作業1重よって､或程度水位を底め
て、植林することが有利な虚も少くないと思料せられ､ ､こ
れに對する限界などを肌瞭ならしめることは、特殊地帯の‘
開稜の.上に重要な事と思料せられるので、麹*各方面より

綜合的研究を行うことが望章しい。
2．農村林業に開する研究

一一吉田正男倉員提出

挫業生壼に必要な原料資材を供給確保し､或は叉農業經
誉を多f割こし､これを安定逢しめ,農業の保謹､保安を計
り雨禽相髪って避村生活を向上せしめるための農村地域

における赫業、即ち農業と有磯豹に結合された林業瞳つき
農、林雨方面からの協同研究を行わんとするものである。

3、山林地幣において年々收入をあげ得患ような經管法
を決定する研究

一大杉酋員提出 一

山林の收久は犬休において数十年蔭に期待されます、も
とより現在でも年盈收入をあげている仕事が色々あります

が、これで山林經誉の問題が解決しているのでばあり．ませ
ん、何かもつと大きな剛えば畜産化とか木材工業化とか
大きな手を打つ必要があると‘鄙､霞す。かかる研蕊を早く

資行し-て．この方面の解決を希望ﾂｰる。

4．優良瀧子生産の振興を必ざして
－－奉原均倉員提出

1）優良品穂の育成特にヘテ百一シス利用の研究
2）抵抗性品菰の研究並び極育成

3）職出用新品種の育成〔花卉、野菜、果物）
4〕ペテンI､に關する意見書作成
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東北支部第一回總會墓皐鷲鰯雲灘欝圃鱸墨驫蟻磯‘
川理副張及び松原専務理事等の來賓、鴬支部柳下支部長以下曾員約150名出席して盛大に奉行された。

開衡の群に次いで經過報告､柳下支部長の拶挨、本部松川理事長挨拶の後､議事に入り規約の癖議､役員の謹學

昭和25年度事業方針の決定を行ひ別掲の林業技術振興決践を行った。最後に来賓の覗鰊｡新支部長の挨拶を以っ

て總曾の日程を維了、引談いて林野臓浦水元氏「アメリカ林業事構について」東奥日報祗楠美編渠局長塒事問題

について」の記念講演會が開力戦ﾖ蹄に盛況且意義深く東北支部第一回鎚會を整った｡

′日本林業技術協會東北支部規約

四、其の他必要と認めた事項

第十四條委員會は會務遂行上必要ある場合支部長が随時
之を招集する

鮪十五|嚥委員曾は必要ある場合は總曾の決議を經なけれ
ばならない事項を魔理することが出來る。但しその場合

は次の總曾に於て承認を求めなければならない

第五章分會

第十六條本支部に職域及び地域箪位として分會を置くこ
とが出來る分會の設定及びその範幽は支部委員會で決め
る

第十七際分會に分會長及び分曾委員若干名（丙二名以丙
を徽任とするノを置く

第十八條分曾長は分會員の選畢によって定める

第十九條分曾は刊行物の配付､曾識の徽收等に付き支部
の事務を分掌する

前項の事務は識め支部長の承認を經て本部と直結ずるこ
とができる

第二十條分曾役員の選任方法任期等に付いては支部の規
約を準用する、分曾役員が選任されたとき叉は礎更があ
ったときは支部及び本部に報告しなければならない

第六章會計

第二P1デー條木支部の經蛮ほ本部の交付金及び其の他の收
入をもってこれにあてる

第ニートニ條本支部の會計年産は本部曾計年度と宗致せし
め為

●

附則

第二十三條本規約は昭和二十五年八月二日より有効とす
る

蕊 ＃

第一章瀧成及び事務所 。

第一條木支郎は青森､岩手､宮城各縣丙に居住する日本

林業技術協曾（以下軍に協會という）曾員を以づて組織
‘する

第二條本支部の事務所は青森翻求局内に慨く。 ．

第二章事業

第三際本支部は協曾の目的を達成するために左の事業を
行う

一、協會の目的に合致する地方的事業の企溌及び賞施並
びに本部えの勧告

二、曾員の異動調査

三、本部及び分會との連絡

第三章役員

第四條本支部に左の役員を髄く

支部長一名

支部委員六名以丙

幹事二名以内

但し支部委員中の三名以丙を艤任委員とする
第五條支部長は總會に於て曾員の選羅により定める

第六際支部委員及び常任委員並びに幹事は支部長が委嘱
する ．

第七朧支部長は支部を代表し支部の曾務を細理する

支部常任委員は鴬務を執行し支部長割F故あるときは事務
を代行する

支部委員は支部長を補佐し會務を分蝋する

第八條幹蕊は支部長の命をうけ本支部の曾務を常時虚理
する

第九條本支部に顧問を置くことができる

顧問は本支部の諮問に應じ支部の運誉に付意見を述べる
顧問は委員會の推薦に基き支部長が依頼する

第十條支部長･支部委員及び幹事の任期は二年とする。
但し重任を妨げない補峡者の任期は前任者＄任期を繼承
する

館四章會識

等-I-一滕本支部の曾議は總會及び義員餅とする

鮒十二條迩儲總會は毎年一回之を開催する
蹄I職閻曾は支部長その必要を認めたとき叉は支部會員五

分の一以上の要求があったとき支部長之を開催する

第十三條總會は次のことを議決する

一、支部予算及び決算の承認

二、支部規約の鍵更

三、委員會からの提出事項

毎
℃
酷
？
２
１
１
１
唖

堕蜀

-－（32

～



I

ヤ

０
●

今
．

■
勺

Ｇ

り

すど

ひ

七五

、

I－j

芯■

愈務報告

‐

支部動静
一

○東北支部役員第1回隠會に於て次の通り決定した

支部長柳下銅遥

支部委員川田正夫'儲任)伊藤亥隠(〃〕平井修窪〃）《
重元溌、三浦忠夫､黒河丙雅次

支部幹事溌岡和夫、中津正美

○幣庚、北見雨支部連合大會

f. 4．9月25日籍旗管林局曾議室に於て本部から松川理事長.‘

出席､植田支部長不在の篤め石田經誉部長が司會し來賓“
及び曾員約妬q名列席して蕊行された6,總曾は片岡課長L

・の開曾の辞、帯庚並に北見雨支部長の挨拶に次いで松川
4 q

理事長の挨拶があり、經過報告の後議事に入診づた』午後

‘ は次の3氏の記念講演曾が行はれて大曾を終了した。
’・這東地逼の森林覗察談 松川理事長

"､ 2． 塞冷季の森林気象北大教授･林樽今田敬--氏

． 3．‐材讃表漫談 〃 〃中島麗吉氏

○長野支部創立並に節1回總會

’0月]5日松柿信州大學講堂に於て開催､本部から掻
川理事長､松原専務理事､來賓として現學術曾瀧會貰原
田泰氏、名古屋支部長野洞推行氏共の他長野縣森蓮會長

治山治水協會長等及び會員約120名出席Lにo総會は先

づ、長野支部の創立總曾に始まり。支部規約、支部長等

を決定の後､綾いて第’回繼會を開催松川理事長撰拶縦

川長官､信州大學長,長野縣知事其の他來喪の覗瀞堂經
て昭和25年度溌算及び事業方針､支部役員選任.地方

理事の推薦、日本學術會議逵學對策等の議案を審議して

閉曾した。午後は次の各氏の講演があって本日の総曾を

意義深く終了した，

’・ アメリカの林業東京掻林局避林諜長臓島呉帥氏

2．林業經濟の機瀧日本大學教授 太田勇冶郎氏

3． 朝鮮問題と米ツ關康信毎新聞副制長

沖田肋太郎氏

○關西支部長改選

關西支部長島本貞哉氏は過日秋汪I観氷局綴螢部長に榮

韓さfl峡員となって居たが改選の結果次の通り決定した

日林協關西支部長到雷;瀧三氏（大阪織林局長）

○10月4日第4回総務理務曾於木曾・

出席者槻11理事長、松原、中川，小倉、平野､吉田、

各專常務理事計6名

木曾創立第30週牢記念噸業その他に關し協議した。

○10月4日アメワカ林業に開す愚座談會 ．､

本號別擢の通り大政、清水、長井、岡島、田中の渡米旗
■ p ●

察贄を招いて座談衝を開催した。 ‐． ､鯛･s 9 9

o篁繍士駕鰯繍総蕊蕊鰯
訟原専務理覗4演酋吉田の雨常務埋事参熱侭打合を
行った．

○11月1日現在會員蕊 ．、 ，:.、
正會員 9,460名

．:入！：
特別曾員 9名

合計 、 9,557名． ．

両

編集室より
ｰ~~ｰ～～キーや畠一一 ‘．；

◇本誌の溌行部數を本號から10,500部とした。前號までは

’0,00し部印刷して居たが会員灘から見て棚常の除裕がある
筈だのに、何時も後から後から追加湧求が來て殆んど残り
が無くなってしまう｡嬉しい悲鳴である。◇會員蝋は11月

1日現在9,557名，この分だと待蕊刀,.蔑名目標を突破す
る日も遠いことではない。想へぼ素晴しい躍進である。◇

會誌發行部数の増加と共に一般圏書の刊行も最近大分軌道
に乘って來た･發溌のfi数が多い日には50件以上もあって

･職員は毎日キリキリ舞いである，と同時に治山會誼内の現
事務所もいよいよ手狭になった。早く會館を持ち凌いもの
である。◇會誌については會員蝋も増加して來起こ卜では
あるしもつと發行の回溌を増やしたいものである弓毎月1

回とまでは行かなくともせめて年に3回付ば今よりも多く

出し度いと編集子も努める稜I)である。此の際霞員からの
職随約な投稿を期待ずる、◇技術叢書として藤村氏の篭二
部睦業撫遥と森林資源」がHた･貴重な資料として必ず

一議をお奨めしたい伺綾いて11月下旬には田中波慈女氏の

「森林の蝋境因到が出る筈、これも期待して頂きたい。

明年1月中には京大の岡崎助敷授の「照査接の憧態」を出

す漂走で既に印刷にか上ったことも報告し､亡おく。
（磁原記）

頒個40圓
（邊料尖）

昭和25年11月15日印刷
昭和25年11月20日發行

林業技術第107錨
（改題第14銃､發行部敷10.500部）
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凋田博士著實用撫測量法￥鯛
宇野博士著竹材の性質と其矛睨含〒無70圓

細雲之助著篝雷椎茸培養法票鯛
厨 著食用菌輩類と其培養票鶚
伏谷博士箸砂防工學原論學蝿
鈴木博士著火 災 學〒共565圓

森博士箸自然科學概論〒共'40圓

大谷博士著天氣豫報(随想）〒共'50園
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'薑灘圭}共著林學講義
吉田博士箸林債算法及較利皐

中村博士著育林學原論

中村博士箸造林學随想

i三浦博士箸林業實縢と實智

；佐馴二箸造林學原論

島田博士箸林政學概要

島田博士箸アメソカ林業發展史

j島田博士箸林業識記及收盆評定論
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刃久ざf壌學土壌調査法
農幾鯉三井進午他5氏諜f割囎駕闇 溌謹内山修男箸i型螺3網

幡瀦轤)繍撫繍雛艤織(晶零識鰯§ﾉ職鰯需雛登蝋雛
､<渉臘し整然たる休示と一識明解なる分類のもとに詳細克して動的且つ形態的，生態的な立場で観察する土性諏査の
明に解説した内外に於て夙に導門技術者，研究者の好伴偶方法につき溌際に畷外で軍覗さるぺき諸黙を詳述し，その
として推縫されて来簿斯學の決定版篭4版の完諜である。 結果力職し、分類に体系づけられる.意義を解読したもの。
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特用樹種驫晶雲梨森林土壌學急患難賞践育林學郷鶯識

森林作業法鰯欝§腱川林概論羅驫熱澁林學概論患蕊零驚

農林地質學繩蕊松喰虫防除精説＃:2魂輔木材腐朽菌學譲晶.熱
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〔最新刊〕土騒と肥料の凡ゆる事項に直って要領よく解明した最新饗典1
馴鯛次）ごI製（本質・岩菰の風化。分類・物理・膠質・化學的性質・

‘微生蛎･土寵濡査・潜在地b)肥料（本賦・分類｡形態と特性。化學肥
｜科･自給肥料･施用法･吸j蝉･評憤｡反晒･配合)土壌肥料分析法等
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